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塾調

説帰
責
事
由
と
し
て
の
性
質
保
証
と
損
害
担
保

ド
イ
ツ
債
務
法
改
正
に
お
け
る
損
害
担
保
責
任
の
導
入
と

そ
の
企
業
買
収
実
務
に
与
え
る
影
響
を
参
考
に
し
て
―
―

渡

邊

第

一
章
　
序
論

第

一
節
　
我
が
国
に
お
け
る
債
務
不
履
行
責
任
の
帰
責
事
由
論
の
状
況

第
二
章
　
ド
イ
ツ
債
務
法
改
正
―
―
性
質
保
証
責
任
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易
中ｏ，
Ｒ
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Ｃ

か
ら
損
害
担
保
責
任

（〇
鶴
”二
【ｅ
　
ヘ

第

一
節
　
債
務
法
改
正
作
業

第
二
節
　
一
九
九
二
年
の
債
務
法
改
正
委
員
会
の
最
終
答
申
か
ら
政
府
草
案
の
提
出
ま
で

第
二
節
　
連
邦
議
会
に
お
け
る
政
府
草
案
を
巡
る
審
議

第
四
節
　
新
Ｂ
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Ｂ

第
五
節
　
損
害
担
保
責
任
を
巡
る
解
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第
二
章
　
企
業
買
収
契
約
を
巡
る
問
題

第

一
節
　
ン」
れ
ま
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問
題
状
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保
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損
害
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保
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四
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の
実
務
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す
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イ
ン
パ
ク
ト

第
二
節
　
学
説
の
反
応

第
四
節
　
連
邦
司
法
省
の
二
つ
の
文
書

第
五
節
　
Ｃ
Ｄ
Ｕ
／
Ｃ
Ｓ
Ｕ
に
よ
る
Ｂ
Ｇ
Ｂ
四
四
四
条
の
修
正
提
案

第
四
章
　
小
括

第
五
章
　
日
本
法

へ
の
示
唆

第

一
章
　
序
論

第

一
節
　
我
が
国
に
お
け
る
債
務
不
履
行
責
任
の
帰
責
事
由
論
の
状
況

一　
通
説
的
見
解

民
法
四

一
五
条
は
債
務
不
履
行
の
損
害
賠
償
請
求
権
の
要
件
と
し
て
債
務
者
の
責
め
に
帰
す
べ
き
事
由
を
求
め
て
ほ
れ
。
従
来
の
通
説
的

見
解
は
こ
の

「責
め
に
帰
す
べ
き
事
由
」
を
、
「債
務
者
の
故
意
・過
失
又
は
信
義
則
上
こ
れ
と
同
視
す
べ
き
事
由
」
と
解
し
て
ほ
だ
。
信
義

則
上
債
務
者
の
故
意

・
過
失
と
同
視
さ
れ
る
事
由
と
は
、
い
わ
ゆ
る
履
行
補
助
者
の
故
意

・
過
失
で
あ
る
と
さ
れ（犯
。

二
　
近
時
の
有
力
説

こ
れ
に
対
し
て
、
近
時
、
我
が
国
で
は
、
債
務
不
履
行
責
任
の
帰
責
事
由
に
関
し
て
、
債
務
者
の
故
意

・
過
失
お
よ
び
そ
れ
と
同
視
す
べ

き
事
由
の
枠
に
と
ら
わ
れ
な
い
見
解
が
有
力
と
な
っ
て
は
従
。

一
四
四



（
一
）
結
果
債
務

・
手
段
債
務
構
成

そ
の
一
つ
の
有
力
な
流
れ
が
債
務
を
結
果
債
務
、
手
段
債
務
に
分
類
す
る
立
場
で
あ
（ん

。
森
田
教
授
は
、
「債
務
者
が
結
果
の
実
現
が
確
実

で
あ
る
と
約
束
し
た
場
合

（結
果
債
務
）
に
は
、
不
可
抗
力
に
よ
ら
な
い
結
果
の
不
実
限
が
あ
れ
ば
、
債
務
者
に

「帰
責
事
由
」
が
あ
る
と

判
断
さ
れ
る
が
、
結
果
を
実
現
す
べ
く

一
定
の
慎
重
な
注
意

（行
為
）
義
務
を
負
う
こ
と
し
か
約
束
し
て
い
な
い
場
合

（手
段
債
務
γ
一
は
、

債
務
者
の
債
務
不
履
行
の
存
否
を
判
断
す
る
に
つ
き
、
債
務
者
の

（具
体
的
な
）
行
為
態
様
の
評
価
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
」
と
す
る
。
そ

う
す
る
と
、
結
果
債
務
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
場
合
に
は
、
不
可
抗
力
の
場
合
を
の
ぞ
い
て
、
原
則
的
に
過
失
の
有
無
を
問
題
と
す
る
こ
と

な
く

「帰
責
事
由
あ
り
」
と
判
断
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

（二
）
保
証
責
任
構
成

他
方
、
結
果
債
務

・
手
段
債
務
構
成
と
問
題
意
識
は
共
通
す
る
が
ア
プ
ロ
ー
チ
の
異
な
る
も
の
と
し
て
、
債
務
不
履
行
責
任
の
帰
責
事
由

と
し
て
故
意

・
過
失
と
は
別
に

「保
証
」
と
い
う
概
念
を
用
い
る
立
場
が
あ
る
。

〓
一

「帰
責
事
由
論
」
お
け
る

「保
証
」
の
役
割

保
証
責
任
構
成
を
採
る
論
者
の
中
で
も
、
そ
の

「保
証
」
の
意
味
に
つ
い
て
は
若
干
の
相
違
が
存
在
す
る
。

（
一
）
過
失
責
任
と
保
証
責
任
が
併
存
す
る
と
す
る
見
解

潮
見
教
授
は
、
債
務
不
履
行
責
任
は
、
互
い
に
帰
責
原
理
の
異
な
る
保
証
責
任
と
過
失
責
任
と
い
う
二
種
類
の
責
任
が
併
存
す
る
二
元
的

体
系
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
債
務
不
履
行
の
帰
責
事
由
は
、
①
結
果
保
証
が
存
在
し
、
そ
れ
ゆ
え
に
過
失
責
任
が
妥
当
し
な
い
「保

証
責
任
」
と
、
②
履
行
過
程
で
さ
れ
た
具
体
的
な
行
為
の
不
当
性
を
問
題
と
す
る

「過
失
責
任
」
の
二
元
的
構
造
が
存
在
す
る
と
さ
れ
る
。

そ
し
て
、
保
証
さ
れ
た
事
態
が
発
生
し
な
い
場
合
に
、
債
務
者
の
具
体
的
行
為
の
逃
避
を
問
題
と
す
る
こ
と
な
く
、
結
果
保
証
を
帰
責
事
由

帰
責
事
由
と
し
て
の
性
質
保
証
と
損
害
担
保
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六

と
し
て
債
務
者
に
責
任
を
負
わ
せ（だ
。
こ
の
よ
う
な
結
果
保
証
が
認
め
ら
れ
る
場
合
と
し
て
、
①
法
律
上
で
結
果
補
償
が
要
求
さ
れ
て
い
る

場
合
、
②
当
事
者
間
で
特
別
に
保
証
約
束
が
さ
れ
て
い
る
場
合
、
③
物
の
引
渡
を
目
的
と
す
る
双
務
契
約
上
の
債
務
で
、
引
き
渡
さ
れ
た
契

約
目
的
物
二
関
す
る
権
利
に
瑕
疵
が
あ
る
場
合
や
、
物
に
瑕
疵
が
あ
る
場
合
、
④
い
わ
ゆ
る
調
達
債
務
の
場
合
、
を
挙
げ
ら
れ
（犯

。

こ
の
立
場
は
、
「保
証
責
任
」
を

「過
失
責
任
」
と
は
帰
責
原
理
の
異
な
る
も
の
と
し
て
併
存
さ
せ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
次
に
見
る
よ
う

に
、
ド
イ
ツ
法
に
お
け
る
性
質
保
証

Ｑ
房

ｏ̈，
Ｑ
Ｅ
Ｃ

概
念
を
手
が
か
り
と
し
て
、
四
一
五
条
の
帰
責
事
由
の
一
つ
と
し
て

「性
質
保
証
」

を
位
置
づ
け
よ
う
と
す
る
立
場
が
あ
る
。

（二
）
帰
責
事
由
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
る
見
解

円
谷
教
授
は
、
売
主
が
売
買
目
的
物
の
性
質
に
つ
い
て
保
証
を
し
た
な
ら
ば
、
明
示
、
黙
示
の
損
害
担
保
契
約
が
成
立
し
て
い
る
と
認
定

す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
以
外
で
も
、
「保
証
さ
れ
た
性
質
を
有
す
る
売
買
目
的
物
を
履
行
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
も
っ
て
、
四
一
五

条
所
定
の

「債
務
の
本
旨
」
に
よ
ら
な
い
も
の
と
理
解
し
、
保
証
を
し
た
こ
と
を
も
っ
て
、
同
条
所
定
の

「責
め
に
帰
す
べ
き
事
由
」
と
理

解
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
（犯

。
渡
辺
達
徳
教
授
も
ウ
イ
ー
ン
動
産
売
買
条
約
と
の
比
較
検
討
か
ら
、
「従
来
、
過
失
責
任
原
理
の
支
配
領

域
と
し
て
一
括
り
に
さ
れ
て
き
た
問
題
群
の
中
に
、
契
約
締
結
時
の
保
証

・
損
害
担
保
の
約
束
を
帰
責
根
拠
と
し
て
再
構
成
さ
れ
る
べ
き
も

の
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
」
と
述
べ（型
。
笠
井
教
授
は
さ
ら
に
、
「従
来
の
帰
責
事
由
イ
コ
ー
ル
故
意
・過
失
と
い
う
図
式
を
脱
し

て
、
保
証
の
要
素
を
帰
責
事
由
の
中
に
盛
り
込
む
の
で
あ
れ
ば
、
改
め
て
、
帰
責
事
由
が
過
失
責
任
と
保
証
責
任
と
に
尽
き
る
も
の
か
、
契

約
責
任
は
さ
ら
に
多
様
な
帰
責
要
素
を
持
ち
う
る
も
の
か
に
つ
い
て
も
、
不
法
行
為
法
に
お
け
る
議
論
と
同
様
に
、
自
覚
的
な
検
討
が
求
め

ら
れ
る
」
と
述
べ
て
、
債
務
不
履
行
責
任
の
帰
責
事
由
は
故
意
・過
失
、
保
証
だ
け
で
な
く
さ
ら
に
多
様
な
も
の
が
あ
り
得
る
ン」と
を
示
唆
す
（犯

。

こ
の
よ
う
に
債
務
不
履
行
責
任
の
帰
責
事
由
と
し
て

「保
証
」
を
位
置
づ
け
る
立
場
の
中
で
も
そ
の
意
味
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
微
妙
な



ズ
ン
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
帰
責
事
由
と
し
て
の

「保
証
」
の
立
証
責
任
の
問
題
、
あ
る
い
は
保
証
が
な
さ
れ
た
場
合
に
、
そ

れ
と
矛
盾
す
る
免
責
あ
る
い
は
責
任
制
限
の
合
意
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
い
ま
だ
充
分
な
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
（曜

、

四
　
ド
イ
ツ
債
務
法
改
正
の
検
討
の
必
要
性

他
方
、
海
外
に
目
を
転
じ
て
み
る
と
、
ド
イ
ツ
で
は
、
二
〇
〇
二
年

一
月

一
日
よ
り
新
し
い
民
法
典

（Ｂ
Ｇ
Ｂ
）
が
施
行
さ
れ
た
。
こ
の

新
Ｂ
Ｇ
Ｂ
で
は
、
従
来
の

「性
質
保
証

（Ｎ
房
】ｏＦ
ｏ日
品
と

は
姿
を
消
し
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
二
七
六
条
に
お
い
て
故
意

・
過
失
と
並
ん
で

「損
害
担

保

（の
鶴
”
ユ
【ｅ
」
が
帰
責
事
由
と
さ
れ
て
は
犯
。
こ
の
よ
う
な
新
Ｂ
Ｇ
Ｂ
の
帰
責
事
由
と
し
て
の
損
害
担
保
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
は
、

（‐４
）

日
本
法
に
お
け
る
債
務
不
履
行
の
帰
責
事
由
を
め
ぐ
る
議
論
に
と
っ
て
も
有
益
で
あ
る
と
考
え
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
新
Ｂ
Ｇ
Ｂ
の
損
害
担
保

責
任
に
つ
い
て
は
、
企
業
買
収
に
お
け
る
免
責
条
項
の
問
題
と
相
ま
っ
て
、
現
在
、
非
常
に
大
き
な
議
論
を
巻
き
起
こ
し
て
い
る
。
以
下
で

は
、
新
Ｂ
Ｇ
Ｂ
に
お
け
る
損
害
担
保
責
任
の
法
的
性
質
に
つ
い
て
、
そ
の
起
草
過
程
お
よ
び
学
説
の
反
応
を
手
が
か
り
に
明
ら
か
に
す
る
。

さ
ら
に
、
損
害
担
保
責
任
と
免
責
条
項
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
企
業
買
収
契
約
を
舞
台
に
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
る
議
論
を
紹
介
し
た
い
。
そ

の
う
え
で
、
日
本
法
に
対
す
る
示
唆
を
試
み
る
。

（１
）
四
一
五
条
の
規
定
の
成
立
史
並
び
に
判
例
の
変
遷
に
つ
い
て
は
、
中
田
裕
康

「民
法
四
一
五
条
・
四
一
六
条

（債
務
不
履
行
に
よ
る
損
害
賠
償
と

広
中
俊
雄
、
星
野
英

一
編
『民
法
典
の
百
年
Ⅲ
』
（有
斐
閣
、　
一
九
九
八
）
一
頁
以
下
を
参
照
。
ま
た
帰
責
事
由
に
つ
い
て
の
判
例
の
詳
細
な
整
理

に
つ
い
て
は
長
尾
治
助

『債
務
不
履
行
の
帰
責
事
由
』
（有
斐
閣
、　
一
九
七
五
）

一
頁
以
下
を
参
照
。

（２
）
我
妻
栄

『新
訂
　
債
権
総
論
』
（岩
波
書
店
、　
一
九
六
四
）

一
〇
五
頁
。

（３
）
我
妻

・
前
掲

一
〇
六
頁
。

帰
責
事
由
と
し
て
の
性
質
保
証
と
損
害
担
保
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
七
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一
四
八

こ
の
点
に
つ
い
て
は
さ
し
あ
た
り
、
潮
見
佳
男

『債
権
総
論
Ｉ

〔第
二
版
こ

（信
山
社
、
二
〇
〇
三
）
二
五
八
頁
以
下
参
照
。

吉
田
邦
彦

「債
権
の
各
種
―
―

『帰
責
事
由
』
論
の
再
検
討
」
『民
法
講
座
別
巻

（２
こ

（有
斐
閣
、　
一
九
九
〇
）

一
頁
以
下

（『契
約
法
ｏ医
事

法
の
関
係
的
展
開
』
（有
斐
閣
、
二
〇
〇
三
）
二
頁
以
下
所
収
）。

森
田
宏
樹

『契
約
責
任
の
帰
責
構
造
』
（有
斐
閣
、
二
〇
〇
二
）
五
四
頁
以
下
。

潮
見
佳
男

『債
権
総
論
Ｉ

〔第
二
版
Ｌ

（信
山
社
、
二
〇
〇
三
）
二
六
七
頁
以
下
。
同

『契
約
責
任
の
体
系
』
（有
斐
閣
、
二
〇
〇
〇
年
）
一
七
九

頁
も
参
照
。

潮
見

・
前
掲
二
七
六
頁
以
下
。

円
谷
峻

『契
約
の
成
立
と
責
任

〔第
二
版
Ｌ

（
一
粒
社
、　
一
九
九

一
Ｙ

一〇

一
頁
、
同
『現
代
契
約
法
の
課
題
―
―

国
際
取
引
と
民
法
理
論
―
―
』

（
一
粒
社
、　
一
九
九
七
）

一
九
六
頁
。
拙
稿

「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
性
質
保
証
概
念
の
展
開
」
神
戸
四
七
巻
二
号
三
七

一
頁
以
下
、
同

「性
質
保
証

概
念
の
再
検
討
」
私
法
六
二
号

一
八
〇
頁
も
同
旨
。

渡
辺
達
徳

「国
際
動
産
売
買
法
と
契
約
責
任
の
再
構
成
」
法
学
新
報

一
〇
四
巻
六

・
七
号
七
九
頁
。

笠
井
修

『保
証
責
任
と
契
約
法
理
』
（弘
文
堂
、　
一
九
九
九
）
三
二
三
頁
以
下
。

拙
稿

「性
質
保
証
責
任
と
免
責
条
項
の
関
係
に
つ
い
て
の
序
章
的
考
察
」
石
田
喜
久
夫
先
生
古
稀
記
念

『民
法
学
の
課
題
と
展
望
』
（成
文
堂
、
二

〇
〇
〇
）
五
二
三
頁
、
拙
稿

「性
質
保
証
の
表
示
と
制
限
的
文
言

（
一
・
二
完
と

静
法
四
巻
四
号

一
六
三
頁
、
五
巻

一
号
三
八
五
頁
。

渡
辺
達
徳

「ド
イ
ツ
債
務
法
現
代
化
に
お
け
る
帰
責
事
由
―
―

そ
の
内
容
及
び
機
能
に
つ
い
て
―
―
」
判
夕

一
一
一
六
号
三
二
頁
以
下
。

潮
見
佳
男

「ド
イ
ツ
債
務
法
の
現
代
化
と
日
本
債
権
法
学
の
課
題

（
こ
」
民
商

一
二
四
巻
三
号
二
五
頁
も
、
損
害
賠
償
請
求
権
を
基
礎
づ
け
る
帰

責
原
理
に
つ
い
て
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
転
換
が
、
我
が
国
の
債
権
法
学
の
未
来
を
見
つ
め
る
上
で
も
重
要
で
あ
る
と
す
る
。
ま
た
、
売
買
法
の
領
域
に

つ
い
て
も
、
今
西
康
人

「消
費
者
売
買
指
令
と
目
的
物
の
瑕
疵
に
関
す
る
売
主
の
責
任
―
―
指
令
の
国
内
法
化
か
ら
の
検
討
―
―
」
判
夕

一
一
一

七
号
五

一
頁
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
が

「売
買

一
般
に
お
け
る
売
主
保
証
及
び
メ
ー
カ
ー
保
証
に
つ
き
敢
え
て
明
文
規
定
を
置
き
、
保
証
内
容
の
確
定
に
つ

き
広
告
に
よ
る
表
示
内
容
を
も
掛
酌
す
べ
き
こ
と
を
定
め
た
点
は
、
立
法
論
と
し
て
参
照
す
べ
き
事
項
で
あ
る
」
と
述
べ
る
。



第
二
章
　
ド
イ
ツ
債
務
法
改
正
―
―
性
質
保
証
責
任

（Ｎ
易
一３
ｏヽ
Ｅ
コ
し

か
ら
損
害
担
保
責
任

（ｏ
ｏ
『ｏ
コ汁こ

へ

（
・６

）

第

一
節
　
債
務
法
改
正
作
業

一
九
七
〇
年
代
後
半
に
始
ま
り

一
九
九
二
年
の
様
場
法
改
正
委
員
会
の
最
終
報
告
書
の
公
表
以
後
、　
一
時
目
立

っ
た
動
き
の
な
か
っ
た
債

務
法
改
正
作
業
が
、
消
費
者
売
買
に
関
す
る
Ｅ
Ｕ
指
令
、
ｅ
‐
コ
マ
ー
ス
に
関
す
る
Ｅ
Ｕ
極
響
、
支
払
遅
滞
に
関
す
る
Ｅ
Ｕ
極
響
を
国
内
法
化

す
る
必
要
性
が
生
じ
た
た
め
再
び
息
を
吹
き
返
し
た
。
す
な
わ
ち
、
ド
イ
ツ
国
内
で
は
指
令
を

一
対

一
で
国
内
法
化
す
る

「小
さ
な
解
決
」

を
と
る
か
、
そ
れ
と
も
こ
れ
ら
の
指
令
の
国
内
法
化
を
契
機
と
し
て
債
務
法
改
正
を
再
び
進
め
る

「大
き
な
解
決
」
を
と
る
か
の
二
つ
の
方

向
性
が
議
論
さ
れ
た
が
、
最
終
的
に

「大
き
な
解
決
」
が
選
択
さ
れ
た
の
で
あ
（♂

。
二
〇
〇
〇
年
八
月
四
日
に
は
議
論
の
た
た
き
台
と
な
る

べ
く

「討
議
草
案

（口
∽澪
あ
り【ｏ
３
ｏ●
け■
１
喘
①】●
８

∽
３
こ
一や
８

，
お
日
ｏ
Ｏ
①
３
●
Ｒ
●
●
場
ｍ
ｏ∽０
け器
∽
蒟
）が

連
邦
司
法
省
か
ら
公
表
さ
れ
た
。

二
〇
〇

一
年

一
月

一
七
日
に
は
連
邦
司
法
省
内
に

「給
付
障
碍
法
委
員
会

（バ
ｏ
日
ヨ
】∽∽中ｏ
●
Ｆ
①
】３
目
場
∽け？
Ｅ
ｍ
の『８
Ｆ
と

が
設
置
さ
れ
、

同
委
員
会
は
討
議
草
案
を
も
と
に
い
わ
ゆ
る

「整
理
案

（バ
ｏ
Ｂ
ｏ
】】０
一Φ『お
”
用
〓
●
”
一
８

∪
】∽″
鵬
∽ざ
房
①ニ
ヨ
』『お
ｏ
●̈
８

∽
ｏ，
Ｌ
針
８
Ｆ
９

日
ｏ
鮎
０
日
〓
ｑ
目
明
”
ｏ
ｏｏ
けぉ
りぁ

）を
作
成
し
、
そ
れ
は
同
年
三
月
六
日
に
公
表
さ
妨
だ
。
そ
し
て
二
〇
〇

一
年
五
月
九
日
に
は
連
邦
政
府
が
い

わ
ゆ
る

「政
府
草
案

（”
ｏｍ
】ｑ
Ｅ
蓼
①津
ョ
】、「と

を
決
定
し
、
同
月

一
四
日
に
は
連
立
与
党

３
「
∪
＼
”
Ｏ
Ｚ
∪
Ｚ
あ

８
＼∪
同

〇
”
ｏ
ｚ
ｕ
Ｚ
）

（２４
）

か
ら
政
府
草
案
と
同
文
の
債
務
法
改
革
法
案

（ｕ
ユ
ヨ
Ｆュ

Ｑ
●
８

０
ｏ
ｏｏ一お
り
Ｎ民

〓
ｏ
Ｏ
①
日
●
Φ
日
記
一
〇
８

∽
３
巳
彎
８
Ｆ
３

が
連
邦
議
会

に
提
出
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
議
会
に
お
け
る
審
議
を
経
て
、
新
し
い
Ｂ
Ｇ
Ｂ
が
二
〇
〇

一
年

一
一
月
二
九
日
に
公
布
さ
れ
、
二
〇
〇
二
年

一

（２５
）

月

一
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
。

帰
責
事
由
と
し
て
の
性
質
保
証
と
損
害
担
保

一
四
九



法
政
研
究
八
巻
三
、
四
号

（二
〇
〇
四
年
）

一
五
〇

第
二
節

　
一
九
九
二
年
の
債
務
法
改
正
委
員
会
の
最
終
答
申
か
ら
政
府
草
案
の
提
出
ま
で

か
な
知
げ
腋
¨
囃
場
鶏
「
正
作
業
の
中
で
、
従
来
の
性
質
保
証
責
任
が
ど
の
よ
う
に
過
程
を
経
て
損
害
担
保
責
任

へ
と
変
容
し
て
い
っ
た
の

一
　
旧
Ｂ
Ｇ
Ｂ

旧
Ｂ
Ｇ
Ｂ
で
は
、
債
務
不
履
行
と
瑕
疵
担
保
責
任
は
全
く
別
の
体
系
に
属
し
て
お
り
、
債
務
不
履
行
の
場
合
に
は
過
失
責
任
主
義
に
基
づ

き
、
帰
責
事
由
と
し
て
債
務
者
の
故
意

・
過
失
が
損
害
賠
償
の
要
件
で
あ

っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
瑕
疵
担
保
責
任
の
場
合
に
は
、
性
質
保

証
と
悪
意
の
黙
秘
が
損
害
賠
償
請
求
権
の
特
別
な
要
件
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
の
場
合
は
瑕
疵
担
保
責
任
の
枠
内
で
は
損
害
賠
償
は
請
求
で
き

な
か
っ
た
。

第
二
七
六
条

（
一
）
債
務
者
は
、
別
段
の
定
め
が
な
い
限
り
、
故
意
及
び
過
失
に
つ
き
責
任
を
負
う
。
取
引
に
必
要
な
注
意
を
怠
っ
た
者
は
、
過
失

あ
る
も
の
と
す
る
。
第
八
二
七
条
及
び
第
八
二
八
条
の
規
定
は
、
こ
の
場
合
に
適
用
す
る
。

故
意
に
基
づ
く
債
務
者
の
責
任
は
、
あ
ら
か
じ
め
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

第
四
五
九
条

（
一
）
物
の
売
主
は
、
買
主
に
対
し
、
危
険
が
買
主
に
移
転
し
た
時
に
、
物
に
そ
の
価
値
又
は
通
常
の
使
用
若
し
く
は
契
約
に
よ
っ
て

1日

B
G⌒
Bζ



予
定
さ
れ
た
使
用
に
対
す
る
適
性
を
消
滅
又
は
減
少
さ
せ
る
欠
点
が
な
い
こ
と
に
つ
い
て
、
責
め
に
任
ず
る
。
価
値
又
は
適
性

の
重
大
で
は
な
い
減
少
は
、
考
慮
し
な
い
。

（二
）
売
主
は
、
危
険
移
転
の
時
に
、
物
が
保
証
さ
れ
た
性
質
を
有
す
る
こ
と
に
つ
い
て
も
、
責
め
に
任
ず
る

第
四
六
〇
条

買
主
が
売
買
契
約
締
結
の
当
時
、
売
買
の
目
的
物
の
瑕
疵
を
知
っ
て
い
る
と
き
は
、
売
主
は
、
そ
の
瑕
疵
に
つ
い
て
責
め
に
任
じ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
買
主
が
重
大
な
過
失
に
よ
り
、
第
四
五
九
条
第

一
項
に
掲
げ
る
種
類
の
瑕
疵
を
知
ら
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、売
主
は
、

そ
の
欠
点
を
知
り
な
が
ら
告
げ
な
か
っ
た
場
合
に
の
み
、
そ
の
責
め
に
任
ず
る
。
但
し
、
売
主
が
欠
点
の
不
存
在
を
保
証
し
た
時
は
、
こ

の
限
り
で
は
な
い
。

第
四
六
三
条

売
買
の
目
的
物
が
売
買
の
当
時
に
お
い
て
保
証
さ
れ
た
性
質
を
欠
く
と
き
は
、
買
主
は
、
解
除
又
は
減
額
に
代
え
て
不
履
行
に
基
づ
く

損
害
賠
償
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
売
主
が
欠
点
を
知
り
な
が
ら
告
げ
な
か
っ
た
時
も
、
同
様
で
あ
る
。

第
四
七
六
条

物
の
瑕
疵
に
基
づ
く
売
主
の
担
保
給
付
義
務
を
免
除
し
、
又
は
制
限
す
る
合
意
は
、
士冗
主
が
瑕
疵
を
知
り
な
が
ら
告
げ
な
か
っ
た
と
き

は
、
無
効
と
す
る
。

帰
責
事
由
と
し
て
の
性
質
保
証
と
損
害
担
保

一
五

一



法
政
研
究
八
巻
三
、
四
号

（二
〇
〇
四
年
）

二
　
債
務
法
改
正
委
員
会
の
最
終
答
申

一
五

二

（２８
）

一
九
九
二
年
委
員
会
草
案

第
二
七
六
条

（自
己
の
行
為
に
つ
い
て
の
帰
責
性
）

（
一
）
別
段
の
定
め
な
く
、
債
務
関
係
の
他
の
内
容
又
は
特
性
か
ら
も
推
知
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
債
務
者
は
故
意
及
び
過
失
に
つ
い

て
責
め
に
任
ず
る
。
取
引
に
お
い
て
必
要
な
注
意
を
怠
っ
た
者
は
、
過
失
あ
る
も
の
と
す
る
。
民
法
第
八
二
七
条
及
び
第
八
二

八
条
の
規
定
は
こ
れ
に
準
用
す
る
。

（二
）
故
意
に
基
づ
く
債
務
者
の
責
任
は
、
あ
ら
か
じ
め
排
除
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

第
四
四
二
条

（買
主
の
悪
意
）

（
一
）
買
主
が
契
約
締
結
時
に
そ
の
瑕
疵
を
認
識
し
て
い
た
場
合
に
は
、
瑕
疵
に
基
づ
く
買
主
の
権
利
は
排
除
さ
れ
る
。

（二
）
登
記
簿
に
登
記
さ
れ
た
権
利
は
、
た
と
え
買
主
が
そ
れ
に
つ
い
て
悪
意
で
あ

っ
た
と
し
て
も
、
売
主
は
こ
れ
を
除
去
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

第
四
四
四
条

（損
害
担
保
）

売
主
が
物
の
性
質

（”
８
ｏ

，
”
ｈご
夢
ｏ
こ

に
つ
い
て
損
害
担
保
を
引
き
受
け
て
い
た
限
り
で
、
そ
の
有
効
期
間
内
に
生
じ
た
物
的
瑕
疵

は
、
損
害
担
保
に
基
づ
く
権
利
を
惹
起
す
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

第
四
四
五
条

（責
任
の
排
除
）



売
主
が
瑕
疵
を
悪
意
で
黙
秘
す
る
場
合
に
は
、
瑕
疵
に
基
づ
く
買
主
の
権
利
を
排
除
あ
る
い
は
制
限
す
る
合
意
を
売
主
は
援
用
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
。

性
質
保
証
責
任
に
つ
い
て
の
一
九
九
二
年
の
債
務
法
改
正
委
員
会
の
最
終
答
申
の
立
場
は
、
基
本
的
に
、
瑕
疵
担
保
責
任
を
給
付
障
碍
法

れ制』れ脚〓彙れ】］げ榔岬釧痢薇】却れ（そ鋤『劃̈
刹卸け織「韓一囀』］蒙［』げ議］脚裁剛罐脚卸裁”い漱Ⅶ師舞練

の
帰
責
性
に
つ
い
て
定
め
た
二
七
六
条
に
は
故
意
・過
失
の
他
に

「債
権
債
務
関
係
の
内
容
か
ら
導
か
れ
る
場
合
」
が
定
め
ら
れ
る
の
み
で
、

草
案
か
ら
は

「性
質
保
証

（Ｎ
易

ｏ̈，
ｏ日
品
と

と
い
う
文
言
は
全
く
姿
を
消
し
（型

。

〓
一　
消
費
財
の
売
買
に
関
す
る
Ｅ
Ｕ
指
令
か
ら
討
議
草
案

（
３．

）

一
九
九
九
年
Ｅ
Ｕ
消
費
者
売
買
指
令

第
六
条

（損
害
担
保
）

（
一
）
損
害
担
保
は
そ
れ
を
与
え
た
者
を
損
害
担
保
の
表
示
お
よ
び
関
連
す
る
広
告
に
お
い
て
与
え
ら
れ
た
条
件
で
拘
束
す
る
。

（二
）
損
害
担
保
と
は
、

―
―

消
費
者
が
消
費
財
の
売
買
に
つ
い
て
適
用
さ
れ
る
現
行
の
国
内
法
の
規
定
の
枠
内
で
法
定
の
権
利
を
有
す
る
と
い
う
こ
と
を

説
明
し
、
損
害
担
保
に
よ
る
こ
の
よ
う
な
権
利
は
そ
れ
と
関
わ
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
明
確
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

帰
責
事
由
と
し
て
の
性
質
保
証
と
損
害
担
保

一
五
三



法
政
研
究
八
巻
三
、
四
号

（二
〇
〇
四
年
）

一
五
四

―
―

単
純
か
つ
わ
か
り
や
す
い
形
で
損
害
担
保
の
内
容
並
び
に
、
損
害
担
保
の
主
張
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
な
本
質
的
な
陳
述
、
特

に
損
害
担
保
の
保
護
の
有
効
期
間
及
び
適
用
領
域
並
び
に
損
害
担
保
を
与
え
る
者
の
名
前
、
住
所
が
含
ま
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（三
）
消
費
者
の
求
め
に
応
じ
て
損
害
担
保
を
文
書
化
し
て
交
付
す
る
か
、
あ
る
い
は
、
消
費
者
が
利
用
で
き
、
ア
ク
セ
ス
し
や
す
い

形
で
、
そ
の
他
の
磁
気
デ
ー
タ
に
保
存
す
る
か
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（四
）
消
費
財
が
流
通
に
お
か
れ
る
加
盟
国
は
、
そ
れ
が
契
約
の
定
め
と
一
致
す
る
限
り
で
、
そ
の
領
土
に
つ
い
て
、
そ
の
損
害
担
保

が
、
Ｅ
Ｕ
の
公
用
語
の
中
か
ら
各
加
盟
国
が
選
ん
だ
、
単

一
の
あ
る
い
は
複
数
の
言
語
で
記
載
さ
れ
う
る
こ
と
を
規
定
し
う
る
。

（五
）
損
害
担
保
に
つ
い
て
二
、
三
、
四
項
の
要
請
が
満
た
さ
れ
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
は
当
該
損
害
担
保
の
有
効
性
に
は
影

響
し
な
い
。
ゆ
え
に
、
消
費
者
は
引
き
続
き
損
害
担
保
を
主
張
で
き
、
そ
の
保
持
を
主
張
で
き
る
。

七
条

（
一
）
こ
の
指
令
で
保
障
さ
れ
た
権
利
を
直
接
あ
る
い
は
間
接
的
に
無
効
に
す
る
も
し
く
は
制
限
す
る
契
約
条
項
、
あ
る
い
は
、
契
約

違
反
に
つ
い
て
の
報
告
の
前
に
売
主
と
の
間
で
な
さ
れ
た
合
意
は
、
国
内
法
に
従
い
、
消
費
者
を
拘
束
し
な
い
。

中
古
品
の
場
合
に
は
、
加
盟
国
は
、
売
主
と
消
費
者
が
、
五
条

一
項
の
期
間
よ
り
も
短
い
期
間
で
責
任
を
負
う
と
い
う
こ
と
を

契
約
条
項
で
あ
る
い
は
合
意
で
取
り
決
め
う
る
と
い
う
こ
と
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

（二
）
当
該
契
約
が
、
加
盟
国
の
領
土
と
密
接
な
関
係
を
示
す
限
り
で
、
加
盟
国
は
、
非
加
盟
国
の
法
律
を
契
約
に
適
用
さ
れ
る
法
律

と
し
て
選
択
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
指
令
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
保
護
を
奪
わ
れ
な
い
た
め
に
、
必
要
な
措
置
を
取
る
。



一
九
九
二
年
の
債
務
法
改
正
委
員
会
の
最
終
報
告
書
の
提
出
以
来
、
改
正
の
動
き
は
一
時
止
ま
っ
て
い
た
が
、　
一
九
九
九
年
の
Ｅ
Ｕ
消
費

者
売
買
指
令
が
出
さ
れ
た
後
、
改
正
の
動
き
が
再
び
活
発
化
し
だ
し
た
。
Ｅ
Ｕ
消
費
者
売
買
指
令
に
は
、
六
条
に
損
害
担
保
に
つ
い
て
の
規

定
が
お
力ゝ（濯
、
さ
ら
に
七
条
に
は
消
費
者
の
権
利
を
制
限
す
る
合
意
を
無
効
と
す
る
規
定
が
お
か
れ（だ
。

四
　
二
〇
〇
〇
年
討
議
草
案

（口
∽
ご
協
一ｏ
ヨ
８
一Ｅ
Ｅ
『０

（
３４

）

二
〇
〇
〇
年
討
議
草
案

第
四
四

一
条

（買
主
の
悪
意
と
通
知
義
務
）

（
一
）
買
主
が
契
約
締
結
時
に
瑕
疵
を
認
識
し
て
い
た
か
あ
る
い
は
重
過
失
に
よ
り
認
識
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
買
主
の
瑕
疵
に
基

づ
く
権
利
は
生
じ
な
い
。
買
主
が
瑕
疵
を
発
見
し
て
か
ら
二
ヶ
月
以
内
に
売
主
に
瑕
疵
を
通
知
し
な
か
っ
た
場
合
も
同
様
で
あ

之
つ

。

（二
）
登
記
簿
に
登
記
さ
れ
た
権
利
は
た
と
え
買
主
が
そ
れ
に
つ
い
て
悪
意
で
あ
っ
た
と
し
て
も
売
主
は
そ
れ
を
除
去
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

第
四
四
二
条

（損
害
担
保
）

（
一
）
売
主
も
し
く
は
第
二
者
が
目
的
物
の
性
質

（”
８
ｏ，
”
喘喘８
Ｆ
じ

に
つ
い
て
損
害
担
保
を
引
き
受
け
た
場
合
に
は
、
そ
の
担
保

し
た
事
由
が
発
生
し
た
と
き
に
は
、
損
害
担
保
を
与
え
た
者
に
対
す
る
、
損
害
担
保
表
示
及
び
関
連
す
る
広
告
に
お
い
て
与
え

帰
責
事
由
と
し
て
の
性
質
保
証
と
損
害
担
保

一
五
五
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六

ら
れ
た
条
件
で
、
買
主
に
損
害
担
保
に
基
づ
く
権
利
が
与
え
ら
れ
る
。

含
こ
損
害
担
保
が
引
受
け
ら
れ
た
限
り
で
、
そ
の
有
効
期
間
内
に
生
じ
た
物
的
瑕
疵
は
損
害
担
保
に
基
づ
く
権
利
を
惹
起
す
る
も
の

と
推
定
さ
れ
る
。

第
四
四
三
条

（責
任
排
除
）

売
主
が
瑕
疵
を
悪
意
で
黙
秘
す
る
場
合
に
は
、
瑕
疵
に
基
づ
く
買
主
の
権
利
を
排
除
あ
る
い
は
制
限
す
る
合
意
を
売
主
は
援
用
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
。

討
議
草
案
の
性
質
保
証
に
対
す
る
認
識
は
、　
一
九
九
二
年
の
委
員
会
草
案
の
そ
れ
と
基
本
的
に
一
致
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
無
過
失
の

売
主
に
対
す
る
損
害
賠
償
請
求
権
を
性
質
保
証
と
悪
意
の
黙
秘
に
限
定
す
る
こ
と
は
狭
き
に
失
し
、
ま
た
、
四
五
九
条

一
項
の
瑕
疵
と
二
項

の
性
質
保
証
、
な
ら
び
に
性
質
概
念
の
区
別
は
無
用
の
争
い
を
生
む
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
「性
質
保
証

Ｑ
易
ｏ̈，
ｏ日
●
じ
」
と

い
う
文
言
は
不
要
で
あ
る
と
す
る
。
し
か
し
、
性
質
保
証
責
任
の
実
際
上
の
意
義
が
な
く
な
る
わ
け
で
は
な
く
、
こ
れ
ま
で
性
質
保
証
責
任

の
枠
内
で
処
理
し
て
き
た
問
題
は
、草
案
に
お
い
て
も
二
七
六
条
の
債
務
者
の
帰
責
事
由
の
一
つ
と
し
て
顧
慮
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
す
（が

。

（３６
）

そ
れ
ゆ
え
、
討
議
草
案
で
は
二
七
六
条
は
改
正
の
対
象
と
な
ら
ず
、
四
四
二
条
に
新
た
に
損
害
担
保
の
規
定
が
挿
入
さ
れ
た
。



整
理
案

（３７
）

二
〇
〇
〇
年
整
理
案

第
二
七
六
条

（自
己
の
行
為
に
つ
い
て
の
帰
責
性
）

（
一
）
責
任
の
加
重
又
は
軽
減
に
つ
き
別
段
の
定
め
が
な
く
、
債
務
関
係
の
他
の
内
容
、
特
に
損
害
担
保
又
は
調
達
リ
ス
ク
の
引
受
け

も
し
く
は
債
務
の
特
性
か
ら
も
推
知
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
債
務
者
は
故
意
及
び
過
失
に
つ
い
て
責
め
に
任
ず
る
。
八
二
七
条
、

八
二
八
条
の
規
定
は
こ
れ
に
準
用
す
る
。

（二
）
取
引
に
お
い
て
必
要
な
注
意
を
怠
っ
た
者
は
過
失
あ
る
も
の
と
す
る
。

（三
）
故
意
に
基
づ
く
責
任
は
あ
ら
か
じ
め
排
除
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

第
四
四
一
条

（買
主
の
悪
意
）

（
一
）
買
主
が
瑕
疵
契
約
締
結
時
に
そ
の
瑕
疵
を
認
識
し
て
い
た
場
合
に
は
、
瑕
疵
に
基
づ
く
買
主
の
権
利
は
排
除
さ
れ
る
。
買
主
が

重
過
失
に
よ
り
瑕
疵
を
認
識
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
一冗
主
が
瑕
疵
を
悪
意
で
黙
秘
し
て
い
た
か
も
し
く
は
瑕
疵
の
な
い
こ
と

保
証
し
て
い
た
限
り
で
、
そ
の
瑕
疵
に
基
づ
く
権
利
を
主
張
で
き
る
。

（二
）
登
記
簿
に
登
記
さ
れ
た
権
利
は
た
と
え
買
主
が
そ
れ
に
つ
い
て
悪
意
で
あ
っ
た
と
し
て
も
売
主
は
そ
れ
を
除
去
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

帰
責
事
由
と
し
て
の
性
質
保
証
と
損
害
担
保

一
五
七
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第
四
四
二
条

（損
害
担
保
）

２

）
売
主
も
し
く
は
第
二
者
が
目
的
物
の
性
質

（”
８
ｏ，
”
喘Ｆ
肇
ｏこ

に
つ
い
て
損
害
担
保
を
引
き
受
け
た
場
合
に
は
、
そ
の
担
保

し
た
事
由
が
発
生
し
た
と
き
に
は
、
法
定
の
請
求
権
を
妨
げ
る
こ
と
な
く
、
損
害
担
保
を
与
え
た
者
に
対
す
る
、
損
害
担
保
表

示
及
び
関
連
す
る
広
告
に
お
い
て
与
え
ら
れ
た
条
件
で
、
買
主
に
損
害
担
保
に
基
づ
く
権
利
が
与
え
ら
れ
る
。

含
こ
損
害
担
保
が
引
受
け
ら
れ
た
限
り
で
、
そ
の
有
効
期
間
内
に
生
じ
た
物
的
瑕
疵
は
損
害
担
保
に
基
づ
く
権
利
を
惹
起
す
る
も
の

と
推
定
さ
れ
る
。

第
四
四
三
条

（責
任
排
除
）

売
主
が
瑕
疵
を
黙
秘
す
る
か
も
し
く
は
瑕
疵
の
な
い
こ
と
を
保
証
し
て
い
た
場
合
に
は
、
瑕
疵
に
基
づ
く
買
主
の
権
利
を
排
除
あ
る

い
は
制
限
す
る
合
意
を
売
主
は
援
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

損
害
担
保
責
任
に
関
連
す
る
条
文
に
つ
い
て
整
理
案
は
討
議
草
案
に
大
き
な
修
正
を
加
え
て
い
る
。
そ
の
一
つ
が

一
九
九
二
年
の
委
員
会

草
案
、
二
〇
〇
〇
年
の
討
議
草
案
で
は
も
は
や
不
要
と
さ
れ
て
い
た

「性
質
保
証

Ｑ
易
いｏ，
ｏ日
凋
と

の
復
活
で
あ
る
。
旧
Ｂ
Ｇ
Ｂ
四
六
〇

条
と
旧
Ｂ
Ｇ
Ｂ
四
七
六
条
に
対
応
す
る
整
理
案
四
四
一
条

（買
主
の
悪
意
）
と
整
理
案
四
四
三
条

（責
任
排
除
）
に
売
主
の
悪
意
の
黙
秘
と

並
ん
で
性
質
保
証
が
挿
入
さ
れ
た
。
特
に
四
四
三
条
に
性
質
保
証
が
挿
入
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
性
質
保
証
を
し
た
売
主
は
買
主
の
権
利
を

排
除
あ
る
い
は
制
限
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
修
正
は
後
々
大
き
な
意
味
を
持
つ
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
四
四
二
条
に
規
定
さ
れ
て

い
る
損
害
担
保
責
任
に
つ
い
て
は
、
性
質
保
証

Ｑ
易
いｏ，
①日
品
）
で
は
な
く
損
害
担
保

（〇
鶴
”
口
け̈
ｅ

の
ま
ま
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
時

点
で
は
、
起
草
者
は
、
四
四
二
条
の
損
害
担
保
責
任
と
四
四

一
条
、
四
四
三
条
の
性
質
保
証
は
文
言
上
も
区
別
さ
れ
う
る
も
の
で
あ
る
と
考



え
て
い
た
こ
と
が
伺
え
る
。

さ
ら
に
も
う

一
つ
の
大
き
な
修
正
点
は
、
債
務
者
の
帰
責
性
に
つ
い
て
定
め
る
二
七
六
条

一
項
に

「損
害
担
保
あ
る
い
は
調
達
リ
ス
ク
の

引
受
け
」
と
い
う
文
言
が
挿
入
さ
れ
た
こ
と
で
あ
（型

。

一
九
九
二
年
の
委
員
会
草
案
並
び
に
二
〇
〇
〇
年
の
討
議
草
案
の
段
階
で
も
、
明
文

化
は
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
売
主
の
帰
責
性
の
一
つ
と
し
て
性
質
保
証
が
問
題
と
な
り
う
る
こ
と
は
前
提
と
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
整
理
案

二
七
六
条
に

「損
害
担
保
の
引
受
け
」
が
規
定
さ
れ
、
他
方
、
四
四

一
条
、
四
四
三
条
に
は
こ
れ
ま
で
の

「性
質
保
証
」
が
復
活
し
た
こ
と

に
よ
り
、
二
七
六
条
の

「損
害
担
保
」
は
い
か
な
る
意
味
を
持
つ
の
か
と
い
う
問
題
が
惹
起
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
後
の
修
正
作
業
に
お
い
て

再
び
問
題
と
な
る
。

政
府
草
案

○
〇

一
年
政
府
草
案

第
二
七
六
条

（自
己
の
過
失
に
つ
い
て
の
帰
責
性
）

（
一
）
責
任
の
加
重
又
は
軽
減
に
つ
き
別
段
の
定
め
な
く
、
債
務
関
係
の
他
の
内
容
、
特
に
損
害
担
保
又
は
調
達
リ
ス
ク
の
引
受
け
、

あ
る
い
は
債
務
の
特
性
か
ら
も
推
知
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
債
務
者
は
、
故
意
及
び
過
失
に
つ
い
て
責
め
に
任
ず
る
。
第
八
二

七
条
及
び
第
八
二
八
条
の
規
定
は
こ
れ
に
準
用
す
る
。

（二
）
取
引
に
お
い
て
必
要
な
注
意
を
怠
っ
た
者
は
、
過
失
が
あ
る
も
の
と
す
る
。

（三
）
債
務
者
の
故
意
に
基
づ
く
責
任
は
、
あ
ら
か
じ
め
排
除
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

帰
責
事
由
と
し
て
の
性
質
保
証
と
損
害
担
保

一
五
九
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第
四
四
二
条

（買
主
の
悪
意
）

（
一
）
契
約
締
結
時
に
買
主
が
瑕
疵
を
認
識
し
て
い
た
場
合
に
は
、
瑕
疵
に
基
づ
く
買
主
の
権
利
は
排
除
さ
れ
る
。
買
主
が
重
過
失
に

よ
り
瑕
疵
を
認
識
し
な
か
っ
た
と
き
は
、
売
主
が
瑕
疵
を
悪
意
で
黙
秘
し
て
い
た
か
も
し
く
は
目
的
物
の
性
質

０
】ｍ
８
‥

８
，

”
沖
）
に
つ
い
て
損
害
担
保
を
引
受
け
て
い
た
限
り
で
、
買
主
は
瑕
疵
に
基
づ
く
権
利
を
主
張
し
う
る
。

（二
）
登
記
簿
に
登
記
さ
れ
た
権
利
は
、
た
と
え
買
主
が
そ
れ
に
つ
い
て
悪
意
で
あ

っ
た
と
し
て
も
、
売
主
は
そ
れ
を
除
去
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

第
四
四
三
条

（損
害
担
保
）

（
一
）
売
主
も
し
く
は
第
二
者
が
、
目
的
物
の
性
質

（”
ｏｏｏ，
”
欧
ｏ３
ｏ
こ

に
つ
い
て
の
損
害
担
保
を
引
き
受
け
た
場
合
に
は
、
そ
の

担
保
し
た
事
由
が
発
生
し
た
と
き
に
は
、
損
害
担
保
を
与
え
た
者
に
対
す
る
、
損
害
担
保
の
表
示
及
び
こ
れ
に
関
連
す
る
広
告

に
お
い
て
与
え
ら
れ
た
条
件
で
、
法
定
の
請
求
権
を
妨
げ
る
こ
と
な
く
、
買
主
に
は
損
害
担
保
に
基
づ
く
権
利
が
与
え
ら
れ
る
。

（二
）
損
害
担
保
が
引
受
け
ら
れ
た
限
り
で
、
そ
の
有
効
期
間
内
に
発
生
し
た
物
的
瑕
疵
は
損
害
担
保
に
基
づ
く
権
利
を
惹
起
す
る
も

の
と
推
定
さ
れ
る
。

第
四
四
四
条

（責
任
の
排
除
）

売
主
が
瑕
疵
を
悪
意
で
黙
秘
し
あ
る
い
は
目
的
物
の
性
質

０
一∞
①
３
ｏ，
“
沖
）
の
存
在
に
つ
い
て
の
損
害
担
保
を
引
受
け
て
い
た
場
合

は
、
売
主
は
瑕
疵
に
基
づ
く
買
主
の
権
利
を
排
除
あ
る
い
は
制
限
す
る
合
意
を
援
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。



（
一
）
二
七
六
条
の
改
正
理
由

二
七
六
条
の
債
務
者
の
帰
責
事
由
に
つ
い
て
は
、
政
府
草
案
は
基
本
的
に
整
理
案
の
立
場
を
踏
襲
し
、
損
害
担
保
の
引
受
を
帰
責
事
由
の

一
つ
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。
し
か
し
、
文
言
に
つ
い
て
は
政
府
草
案
は
、
「損
害
担
保
」
の
用
語
で
統

一
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
整
理
案
の

段
階
で
は
、
四
四
一
条
の
買
主
の
悪
意
と
四
四
三
条
の
責
任
排
除
に
お
い
て

「性
質
保
証
」
の
用
語
が
用
い
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
ら
は
全

て

「損
害
担
保
」
に
差
し
替
え
ら
れ
た
。
二
七
六
条
に
お
い
て
規
定
さ
れ
て
い
る
損
害
担
保
で
は
、
売
買
、
賃
貸
借
、
請
負
、
お
よ
び
物
に

か
か
わ
る
同
種
の
契
約
の
際
の
性
質
保
証
が
想
定
さ
れ
て
い
る
と
改
正
理
由
は
述
べ
る
。
「特
に
売
買
契
約
法
に
お
い
て
は
、
今
後
は
、
性
質

保
証
は
も
は
や
独
自
の
意
義
を
持
た
な
い
。
旧
四
六
三
条

一
文
は
不
要
な
も
の
ま
た
は
誤
解
を
招
き
や
す
い
も
の
と
し
て
削
除
さ
れ
た
。
性

質
保
証
は
、
内
容
的
に
、
性
質
の
欠
如
の
全
て
の
結
果
に
つ
い
て

（過
失
な
く
と
も
）
責
任
を
負
う
と
い
う
約
束
と
結
び
つ
い
た
性
質
の
存

在
に
つ
い
て
の
損
害
担
保
の
引
受
を
意
味
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
現
行
で
は
、
草
案
四
四
二
条

一
項
、
四
四
四
条
も
損
害
担
保
の
引
受
を
基
準

と
し
た
形
式
を
含
ん
で
い
る
。
売
主
に
よ
る
瑕
疵
あ
る
物
の
給
付
に
基
づ
く
買
主
の
損
害
賠
償
請
求
権
に
は
、
草
案
二
八
〇
条
を
準
用
す
る

四
三
七
条
三
号
に
従
い
、
常
に
、
売
主
の
帰
責
性
が
要
件
と
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
し
か
し
、
性
質
保
証
が
将
来
も
は
や
何
の
意
味

も
与
え
ら
れ
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
む
し
ろ
、
損
害
賠
償
請
求
権
を
悪
意
の
場
合
と
な
ら
ん
で
こ
の
よ
う
な
場
合
に
限
定

す
る
四
六
三
条
の
規
定
の
み
が
放
棄
さ
れ
、　
一
般
給
付
障
碍
法
に
従
っ
た
売
主
の
責
任
が
規
定
さ
れ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
性
質
保
証
の
問

題
は
他
の
場
所
、
す
な
わ
ち
債
務
者

（売
主
）
の
帰
責
性
に
土
俵
が
移
さ
れ
る
。
草
案
二
七
六
条

一
項

一
文
の
枠
内
に
お
い
て
、
将
来
、
売

買
契
約
法
に
つ
い
て
も
、
債
務
者
が
損
害
担
保
を
引
き
受
け
て
い
た
か
ど
う
か
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
売
主
が
そ
の
売
却
し
た
目
的
物
に
一

定
の
性
質
が
存
在
す
る
こ
と
を
性
質
保
証
し
て
い
た
か
ど
う
か
が
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
売
買
契
約
法
に
お
い
て
も
、

決
し
て
、
保
証
さ
れ
た
性
質
に
対
す
る
責
任
が
廃
止
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
他
の
よ
り
適
合
し
た
位
置
に
規
定
さ
れ
る
だ
け
で
あ
（型

」。
こ
の

よ
う
に
政
府
草
案
の
起
草
理
由
か
ら
は
、
二
七
六
条
、
四
四
二
条
、
四
四
四
条
に
お
け
る

「損
害
担
保
の
引
受
」
と
は
ま
さ
に
こ
れ
ま
で
の

帰
責
事
由
と
し
て
の
性
質
保
証
と
損
害
担
保

一
エハ
一



法
政
研
究
八
巻
三
、
四
号

（二
〇
〇
四
年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
二

「性
質
保
証
」
の
後
継
概
念
で
あ
り
、
従
来
の
性
質
保
証
に
関
す
る
判
例

・
学
説
の
蓄
積
は
損
害
担
保
の
引
受

（の
弊
否
に
つ
い
て
生
か
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
と
い
う
、　
一
九
九
二
年
の
委
員
会
草
案
二
七
六
条
の
立
場
を
基
本
的
に
受
け
継
い
で
い
る
と
言
え
る
。

（二
）
四
四
二
条
の
改
正
理
由

続
い
て
買
主
に
悪
意
に
関
す
る
四
四
二
条
に
つ
い
て
改
正
理
由
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
旧
四
六
〇
条
二
文
は

「保
証
さ
れ
た
性
質
の
欠

如
」
と
い
う
文
言
を
用
い
て
い
る
た
め
修
正
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
。
し
か
し
、
そ
れ
は
性
質
保
証
が
も
は
や
存
在
し
な
い
と
い
う
こ
と
を

意
味
す
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
意
義
は
現
在
で
も
草
案
の
他
の
箇
所
、
す
な
わ
ち
草
案
二
七
六
条

一
項

一
文
に
存
在
し
て
お
り
、
そ
こ
で

は
従
来
の
性
質
保
証
の
事
例
は
損
害
担
保
の
引
き
受
け
と
し
て
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
草
案
四
四
二
条

一
項
二
文
に
お
い
て
も

（４．
）

そ
れ
と
調
和
し
た
文
言
が
用
い
ら
れ
る
と
す
る
。

（三
）
四
四
四
条
の
改
正
理
由

最
後
に
責
任
排
除
に
つ
い
て
定
め
る
四
四
四
条
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
な
改
正
理
由
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
「
こ
の
規
定
は
、
従
来
の
四
四

三
条
と
四
七
六
条
を
ま
と
め
て
い
る
。
同
時
に
、
こ
の
規
定
に
お
い
て
は
、
従
来
の
Ａ
Ｇ
Ｂ
Ｇ

一
一
条

一
一
号
が
吸
収
さ
れ
て
い
る
。
悪
意

か
あ
る
い
は
損
害
担
保
の
引
き
受
け
を
し
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
買
主
の
瑕
疵
担
保
権
が
制
限
さ
れ
る
あ
る
い
は
排
除
さ
れ
る

よ
う
な
合
意
を
売
主
は
援
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
を
こ
の
規
定
は
定
め
て
い
る
。
こ
の
規
定
は
、
買
主
の
瑕
疵
担
保
権
の
排

除
あ
る
い
は
制
限
が
包
括
的
に
認
め
ら
れ
て
い
る
限
り
で
の
み
そ
の
意
義
を
有
す
る
」。
「
こ
の
規
定
に
お
い
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
損
害
担
保

の
射
程
範
囲
に
関
し
て
、
前
出
の
四
四
二
条
の
説
明
が
関
連
性
を
持
ち
う
る
。
こ
の
場
合
で
も
、
旧
法
に
お
い
て
言
及
さ
れ
て
い
た
性
質
保

証
が
内
容
的
に
想
定
さ
れ
て
ほ
型
」。
こ
の
よ
う
に
、
四
四
四
条
は
、
旧
Ｂ
Ｇ
Ｂ
四
四
三
条
と
四
七
六
条
に
Ａ
Ｇ
Ｂ
Ｇ

一
一
条

一
一
号
を
吸
収

さ
せ
た
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

ダ
ウ
ナ
ー
リ
ー
プ
は
、
こ
の
よ
う
な
再
構
成
に
つ
い
て
、
「透
明
性
の
増
加
に
至
る
の
で
は
な
く
、
法
的
不
安
定
性
に
至
っ
て
し
ま
っ
た
。



Ａ
Ｇ
Ｂ
Ｇ

一
一
条

一
一
号
に
よ
っ
て
、
従
来
、
約
款
契
約
に
つ
い
て
の
み
、
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
厳
格
な
フ
オ
ー
ム
に
お
い
て
消
費
者
に
対

し
て
の
み
妥
当
し
た
も
の
が
、
い
ま
や
、
ま
だ
投
資
的
側
面
の
強
い
企
業
も
含
む
あ
ら
ゆ
る
個
別
契
約
に
関
わ
っ
て
く
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
」

と
い
う
懸
念
を
述
べ（型
。

し
か
し
な
が
ら
、
同
じ
損
害
担
保
の
引
受
と
い
う
概
念
を
用
い
な
が
ら
二
七
六
条
、
四
四
二
条
、
四
四
四
条
の
そ
れ
と
は
区
別
さ
れ
る
も

の
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
四
四
三
条
に
つ
い
て
、
改
正
理
由
は
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
区
別
が
行
わ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
は
沈
黙
し
て
い

る
。
し
か
し
、
政
府
草
案
は
四
四
二
条

一
項
後
段
、
四
四
四
条
に
お
い
て
、
政
府
草
案
四
四
三
条
に
お
け
る
「目
的
物
の
性
質
（”
ｏｏｏ，
ユ
お
甲

，
①
い̈）
に
つ
い
て
の
損
害
担
保
」
と
は
区
別
す
る
形
で
、
「性
質

０
【”
①房
ｏ，
“
喘じ

に
つ
い
て
の
損
害
担
保
」
と
い
う
文
言
を
用
い
て
は
肥
。

こ
れ
は
、
同
じ

「性
質
」
と
い
う
意
味
の
文
言
を
四
四
三
条
で
は

「”
ｏｏｏ，
“
欧
８

，
①】こ
、
四
四
二
条
、
四
四
四
条
で
は

「口
”
ｏ３
ｏ，
”
こヽ
と

使
い
分
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
後
者
は
旧
Ｂ
Ｇ
Ｂ
の

「保
証
さ
れ
た
性
質

で
話
ｏ
∽】ｏ，
ｏ『お

”
”̈
ｏ３
ｏ，
“
「けと

の
後
継
規
定
で
あ
る
こ
と
を

暗
に
示
そ
う
と
し
て
い
る
も
の
と
い
え
（型

。

第
二
節
　
連
邦
議
会
に
お
け
る
政
府
草
案
を
巡
る
審
議

一　
連
邦
参
議
院
の
意
見
表
明

政
府
草
案
に
対
し
て
、
連
邦
参
議
院
は
意
見
表
明
を
行
っ
た
。
そ
の
際
、
草
案
四
四
三
条
に
つ
い
て
の
提
案
九
七
号
に
お
い
て
、
次
の
よ

う
な
修
正
提
案
を
行
っ
た
。

帰
責
事
由
と
し
て
の
性
質
保
証
と
損
害
担
保

一
ユハ
一一一



法
政
研
究
八
巻
三
、
四
号

（二
〇
〇
四
年
）

一
六
四

第
四
四
三
条
　
品
質
保
持
お
よ
び
性
質
損
害
担
保

（ロ
ュ
３
鶴
Ｆ
①̈
け？

Ｅ
Ｑ
ω
Φｏｏ，
“
ｈご
３
ｏ
いけ紹
鶴
”
諄
こ

（
一
）
売
主
あ
る
い
は
第
二
者
が
、
目
的
物
が

一
定
の
期
間
内
に
一
定
の
性
質
を
有
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
損
害
担
保
を
引
き
受
け

（品
質
保
持
損
害
担
保
）
あ
る
い
は
第
二
者
が
目
的
物
の
一
定
の
性
質
に
つ
い
て
の
損
害
担
保
を
引
き
受
け
る
場
合
に
は
、
そ

の
担
保
し
た
事
由
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
買
主
に
は
法
定
の
請
求
権
と
は
別
に
、
損
害
担
保
表
示
に
お
い
て
お
よ
び
関
連
す

る
宣
伝
に
お
い
て
言
及
さ
れ
て
い
た
損
害
担
保
を
認
め
た
者
に
対
す
る
条
件
に
つ
い
て
、
損
害
担
保
に
基
づ
く
権
利
が
与
え
ら

れ
る
。

（二
）
品
質
保
持
損
害
担
保
が
引
き
受
け
ら
れ
た
限
り
で
、
そ
の
有
効
期
間
内
に
現
れ
た
物
的
瑕
疵
は
損
害
担
保
に
基
づ
く
権
利
を
発

生
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
連
邦
参
議
院
は
、
草
案
四
四
三
条
の

「売
主
も
し
く
は
第
二
者
が
引
き
受
け
た
目
的
物
の
性
質
に
つ
い
て
の
損
害
担
保
」
を

「売
主
が
引
き
受
け
た
品
質
保
持
損
害
担
保
」
と

「第
三
者
が
引
き
受
け
た
性
質
損
害
担
保
」
に
限
定
し
て
定
義
す
る
こ
と
を
提
案
す
る
。

連
邦
参
議
院
に
よ
る
と
、
こ
の
提
案
は
規
定
の
適
用
領
域
を
明
確
化
し
、
草
案
四
四
三
条
で
扱
わ
れ
て
い
る
損
害
担
保
を
二
七
六
条

一
項

一

文
の
損
害
担
保
と
区
別
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
。

提
案
理
由
に
よ
れ
ば
、
草
案
四
四
三
条
は
、
品
質
保
持
損
害
担
保
を
対
象
と
し
て
い
る
Ｅ
Ｕ
指
令
六
条
を
国
内
法
化
し
た
も
の
で
あ
る
と

い
う
。
こ
の
よ
う
な
損
害
担
保
の
内
容
を
草
案
四
四
三
条
に
規
定
し
、
そ
の
際
、
品
質
保
持
損
害
担
保
を
定
義
す
る
こ
と
が
合
目
的
的
で
あ

る
と
す
る
。
草
案
四
四
三
条
の
対
象
は
し
た
が
っ
て
、
草
案
二
七
六
条

一
項

一
文
に
お
い
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
損
害
担
保
、
す
な
わ
ち
、
債

務
者
が
過
失
と
は
無
関
係
に
義
務
違
反
に
つ
い
て
責
任
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
効
果
を
も
た
ら
し
、
こ
の
よ
う
な
内
容
と
共
に

草
案
四
四
二
条
、
四
四
四
条
に
お
い
て
も
導
入
さ
れ
た
損
害
担
保
と
、
草
案
四
四
三
条
の
損
害
担
保
は
区
別
さ
れ
う
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
。



第
二
者
が
危
険
移
転
時
に
引
き
受
け
た
損
害
担
保
と
は
異
な
り
、
売
主
が
危
険
移
転
時
に
目
的
物
の
性
質
に
つ
い
て
引
き
受
け
た
損
害
担
保

は
、
草
案
四
四
三
条
の
対
象
で
は
な
い
と
い
う
。
そ
の
よ
う
な
区
別
を
し
な
い
「損
害
担
保
」
概
念
の
使
用
は
混
乱
を
引
き
起
こ
す
と
は
更
。

一
一　
連
邦
政
府
の
回
答

こ
れ
に
対
し
て
連
邦
政
府
は
次
の
よ
う
な
回
答
を
行
っ
た
。

四
四
三
条
に
規
定
さ
れ
て
い
る
損
害
担
保
と
四
四
二
条
と
四
四
四
条
に
お
い
て
規
定
さ
れ
て
い
る
損
害
担
保
を
相
互
に
区
別
す
る
と
い
う

連
邦
参
議
院
の
提
案
に
よ
っ
て
追
求
さ
れ
て
い
る
目
的
を
連
邦
政
府
は
基
本
的
に
共
有
し
て
い
る
と
い
う
。
し
か
し
こ
れ
は
、
提
案
さ
れ
た

よ
う
な
四
四
三
条
に
お
け
る
修
正
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
。
と
い
う
の
も
四
四
三
条
に
よ
っ
て
Ｅ
Ｕ
消
費
者
売
買
指
令

六
条

一
項
が
国
内
法
化
さ
れ
て
い
る
。

，そ
こ
で
は
、
「損
害
担
保
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
に
と
ど
ま
り
、
「損
害
担
保
」
を
定
義
し
て
い
る
指

令

一
条
二
項
ｅ
号
も
、
売
主
あ
る
い
は
製
造
者
に
よ
っ
て
引
き
受
け
ら
れ
た
、
目
的
物
が
損
害
担
保
表
示
あ
る
い
は
宣
伝
に
お
い
て
約
束
さ

れ
た
性
質
を
示
さ
な
か
っ
た
場
合
に
そ
れ
を
除
去
す
る
義
務
と
し
て

「損
害
担
保
」
を
定
義
し
て
い
る
こ
と
を
理
由
と
す
る
。
売
主
も
、
自

ら
単
な
る
性
質
合
意
を
越
え
る
、
し
か
も
草
案
二
七
六
条

一
項

一
文
の
枠
内
の
帰
責
性
に
と
ど
ま
ら
な
い
、
損
害
担
保
を
引
き
受
け
る
こ
と

も
で
き
る
。
そ
の
よ
う
な
損
害
担
保
の
目
的
と
内
容
は
む
し
ろ
買
主
の
権
利
の
拡
大
で
も
あ
る
。
例
え
ば
、
機
械
が
買
主
に
よ
っ
て
求
め
ら

れ
た

一
定
の
作
業
量
を
こ
な
せ
な
い
場
合
に
は
、
他
の
モ
デ
ル
と
取
り
替
え
る
と
い
う
こ
と
を
そ
の
機
械
の
売
主
は
約
束
す
る
こ
と
が
で
き

る
と
い
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
指
令
に
起
因
し
な
い
草
案
四
四
三
条
二
項
に
つ
い
て
は
、
専
ら
品
質
保
持
損
害
担
保
に
関
係
す
る
限
り
で
、
連
邦
政
府

は
連
邦
参
議
院
の
見
解
に
従
う
。
こ
の
点
を
明
確
に
す
る
た
め
に
、
二
項
は
以
下
の
よ
う
な
文
言
に
す
る
こ
と
を
提
案
す
（だ

。

帰
責
事
由
と
し
て
の
性
質
保
証
と
損
害
担
保

一
六

五



法
政
研
究
八
巻
三
、
四
号

（二
〇
〇
四
年
）

第
四
四
三
条
二
項
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
´

目
的
物
が
定
め
ら
れ
た
期
間
内
に
定
め
ら
れ
た
性
質
を
有
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
の
損
害
担
保
が
引
き
受
け
ら
れ
た
限
り
で

（品

質
保
持
損
害
担
保
（口
”
中けげ
鶴
Ｆ
ｏ〓
紹
鶴
”
●
け̈
Ｃ
）、
そ
の
損
害
担
保
期
間
内
に
生
じ
た
物
的
瑕
疵
は
損
害
担
保
に
基
づ
く
権
利
を
発
生
さ

せ
る
と
い
う
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。

さ
ら
に
、
連
邦
政
府
は
、
こ
れ
以
外
の
点
に
お
け
る
連
邦
参
議
院
の
要
望
を
顧
慮
し
て
、
草
案
四
四
二
条
と
四
四
四
条
に
お
い
て
損
害
担

保
（〇
鶴
”
●
一いｅ
は
も
は
や
言
及
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
と
す
る
。
こ
こ
で
は
、
瑕
疵
概
念
に
と
っ
て
は
も
は
や
役
に
立
た
な
い
性
質
保
証
が

内
容
的
に
は
問
題
と
な
っ
て
い
る
が
、
性
質
保
証
Ｑ
易
】ｏＦ
ｏ日
記
）
が
ま
だ
意
味
を
持
ち
う
る
場
所
で
は
性
質
保
証
に
言
及
す
る
こ
と
は
そ

れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
排
除
さ
れ
な
い
と
い
う
。
そ
れ
ゆ
え
、
草
案
四
四
二
条

一
項
二
文
を
次
の
よ
う
に
規
定
す
る
こ
と
を
提
案
す
る
。

草
案
四
四
四
条
も
そ
れ
に
相
応
す
る
よ
う
に
全
体
と
し
て
次
の
よ
う
規
定
す
る
こ
と
を
提
案
す
る
。

一　
一ハ
ユハ

第
四
四
二
条

一
項
二
文

買
主
が
重
過
失
の
結
果
瑕
疵
を
認
識
で
き
な
い
ま
ま
で
あ
っ
た
場
合
に
は
、
買
主
は
こ
の
瑕
疵
に
基
づ
く
権
利
を
、
士冗
主
が
瑕
疵
を
悪

意
で
黙
秘
し
て
い
た
か
あ
る
い
は
そ
の
不
存
在
を
性
質
保
証
Ｑ
易

ｏ̈，
①〓
記
じ
し
て
い
た
場
合
に
の
み
主
張
で
き
る
。

第
四
四
四
条
　
免
責

売
主
が
瑕
疵
を
悪
意
で
黙
秘
し
て
い
た
か
あ
る
い
は
そ
の
不
存
在
を
性
質
保
証
Ｑ
易

ｏ̈
，

ｑ
Ｅ
Ｃ

し
て
い
た
場
合
に
は
、
そ
れ
に
よ
っ

て
瑕
疵
に
由
来
す
る
買
主
の
権
利
を
排
除
し
あ
る
い
は
制
限
す
る
よ
う
な
合
意
を
売
主
は
援
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。



さ
ら
に
、
連
邦
政
府
は
、
性
質
保
証
の
復
活
を
、
草
案
四
四
二
条
、

・和
四
四
条
に
と
ど
ま
ら
ず
、
「性
質
保
証
は
、
そ
の
場
合
に
は
、
草
案

二
七
六
条

一
項

一
文
に
お
い
て
も
言
及
さ
れ
る
べ
き
で
あ
」
る
と
す
（型

。

以
上
の
よ
う
に
、
連
邦
政
府
は
、
連
邦
参
議
院
か
ら
の
問
題
提
起
を
受
け
て
、
四
四
三
条
の
損
害
担
保
と
、
二
七
六
条
、
四
四
二
条
、
四

四
四
条
の
損
害
担
保
を
区
別
す
る
た
め
、
そ
し
て
、
そ
れ
ら
は
旧
Ｂ
Ｇ
Ｂ
の
「性
質
保
証

０

ｍ̈
ｏ３
ｏ，
”
沖
ｏＮ易
】ｏ，
Ｑ
ｇ
ｅ
」
の
後
継
規
定
で

あ
る
こ
と
を
明
確
に
す
る
た
め
に
、
二
七
六
条
、
四
四
二
条
、
四
四
四
条
の

「損
害
担
保
」
を
再
び

「性
質
保
証
」
に
置
き
換
え
る
こ
と
を

提
案
し
た
。

〓
一　
法
務
委
員
会
の
決
議

し
か
し
、
こ
れ
に
対
し
て
は
法
務
委
員
会
が
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
そ
の
提
案
を
拒
否
し
た
。

「特
に
損
害
担
保
の
引
き
受
け
か
ら
、
そ
し
て
こ
の
場
合
は
と
り
わ
け
性
質
保
証
か
ら
よ
り
厳
格
化
さ
れ
た
責
任
が
発
生
し
う
る
。
こ
の

こ
と
は
草
案
が
適
切
に
述
べ
て
い
る
。
法
務
委
員
会
は
四
四
三
条
に
お
い
て
品
質
保
持
損
害
担
保
と
性
質
損
害
担
保
と
の
間
の
区
別
を
提
案

し
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
、
連
邦
参
議
院
の
意
見
の
九
七
号
に
対
す
る
連
邦
政
府
の
反
対
意
見
に
お
い
て
提
案
さ
れ
て
い
た

「性
質
保
証
」
の

形
式
の
受
け
入
れ
は
放
棄
さ
れ
る
。
さ
も
な
い
と
、
あ
ら
ゆ
る
性
質
保
証
は
損
害
担
保
の
要
素
も
包
含
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
法
務

委
員
会
が
提
案
す
る
二
七
六
条
に
お
い
て

「性
質
保
証
」
と

「損
害
担
保
」
と
い
う
二
つ
の
概
念
が
並
立
し
て
し
ま
う
」
か
ら
で
あ
る
と
い

う
。
そ
れ
以
外
の
理
由
と
し
て
は
、
現
行
法
に
お
け
る

「性
質
保
証
」
と
い
う
形
式
は
完
全
に
問
題
の
あ
る
物
で
あ
る
こ
と
が
実
証
さ
れ
て

い
る
と
し
、
「性
質
保
証
」
と
い
う
文
言
の
消
滅
は
、
「給
付
障
碍
法
」委
員
会
の
提
案
に
も
合
致
し
て
い
る
と
す
る
。
そ
し
て
、
「損
害
担
保
」

概
念
に
よ
っ
て
、
実
体
的
な
目
的
物
の
一
定
の
性
質
を
理
由
と
す
る
だ
け
で
な
く
、
た
と
え
ば
権
利
の
存
在
や
抗
弁
の
不
存
在
に
つ
い
て
も
、

帰
責
事
由
と
し
て
の
性
質
保
証
と
損
害
担
保
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
七



法
政
研
究
八
巻
三
、
四
号

（二
〇
〇
四
年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
八

厳
格
な
責
任
が
引
き
受
け
ら
れ
得
る
と
い
う
こ
と
が
明
確
に
さ
れ
た
と
す
る
。

こ
れ
に
対
応
し
て
、
四
四
二
条
、
四
四
四
条
に
つ
い
て
も
、
「法
務
委
員
会
が
提
案
す
る
三
七
六
条
に
つ
い
て
の
説
明
に
対
応
し
て
、
法
務

委
員
会
が
提
案
す
る
四
四
四
条

一
項
に
お
い
て
も
性
質
保
証
の
概
念
は
放
棄
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
政
府
草
案
の
形
式
は
そ
の

（４９
）

ま
ま
で
足
り
る
■
と
す
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
四
四
三
条
に
つ
い
て
は
、
当
初
の
政
府
草
案
の
条
文
案
を
維
持
す
る
と
の
決
議
を
し
て
い
る
。
四
四
三
条

一
項
に
つ
い

て
は
、
こ
の
修
正
は
連
邦
参
議
院
の
意
見
九
七
号
に
対
す
る
連
邦
政
府
の
回
答
の
提
案
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、
品
質
保
持
損
害
担
保
は
二
項

（５０
）

に
お
い
て
言
及
す
る
の
で
は
な
く
、　
一
項
に
お
い
て
言
及
す
る
方
が
編
纂
上
利
点
が
多
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
と
い
う
。

し
か
し
、
損
害
担
保
責
任
の
制
限
に
つ
い
て
は

「債
務
者
が
損
害
担
保
を
引
き
受
け
る
場
合
に
は
、
そ
れ
は
、
債
務
者
は
無
制
限
に
厳
格

化
さ
れ
た
責
任
を
負
う
と
言
う
こ
と
を
必
ず
し
も
意
味
し
な
い
。
債
務
者
は
、
む
し
ろ
、
こ
の
よ
う
な
厳
格
化
さ
れ
た
責
任
を
限
定
す
る
こ

と
も
可
能
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
の
よ
う
な
責
任
の
引
き
受
け
は
強
制
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
厳
格
化
さ
れ
た
責
任
の
射
程
範
囲
は
、

（５．
）

そ
れ
ゆ
え
、
契
約
の
合
意
」
か
ら
判
明
す
る
と
し
て
、
損
害
担
保
責
任
の
制
限
し
う
る
場
合
の
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
。

第
四
節

新
Ｂ
Ｇ
Ｂ（５２

）

二
〇
〇
二
年
新
Ｂ
Ｇ
Ｂ

第
二
七
六
条

（債
務
者
の
帰
責
性
）

（
一
）
責
任
の
加
重
又
は
軽
減
に
つ
き
別
段
の
定
め
な
く
、
債
務
関
係
の
他
の
内
容
、
特
に
損
害
担
保
又
は
調
達
リ
ス
ク
の
引
受
け
か



ら
も
推
知
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
債
務
者
は
、
故
意
及
び
過
失
に
つ
い
て
責
め
に
任
ず
る
。
第
八
二
七
条
及
び
第
八
二
八
条
の

規
定
は
こ
れ
に
準
用
す
る
。

（二
）
取
引
に
お
い
て
必
要
な
注
意
を
怠
っ
た
者
は
、
過
失
が
あ
る
も
の
と
す
る
。

（三
）
債
務
者
の
故
意
に
基
づ
く
責
任
は
、
あ
ら
か
じ
め
排
除
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

第
四
四
二
条

（買
主
の
悪
意
）

（
一
）
契
約
締
結
時
に
買
主
が
瑕
疵
を
認
識
し
て
い
た
場
合
に
は
、
瑕
疵
に
基
づ
く
買
主
の
権
利
は
排
除
さ
れ
る
。
買
主
が
重
過
失
に

よ
り
瑕
疵
を
認
識
し
な
か
っ
た
と
き
は
、
売
主
が
瑕
疵
を
悪
意
で
黙
秘
し
て
い
た
か
も
し
く
は
目
的
物
の
性
質
（”
ｏｏｏ，
”
織
８
‐

，
ｏ】”）
に
つ
い
て
損
害
担
保
を
引
受
け
て
い
た
限
り
で
、
買
主
は
瑕
疵
に
基
づ
く
権
利
を
主
張
し
う
る
。

（二
）
登
記
簿
に
登
記
さ
れ
た
権
利
は
、
た
と
え
買
主
が
そ
れ
に
つ
い
て
悪
意
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
売
主
は
そ
れ
を
除
去
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

第
四
四
三
条

（性
質
及
び
耐
用
性
の
損
害
担
保
）

（
一
）
売
主
も
し
く
は
第
二
者
が
、
目
的
物
の
性
質

（”
８
ｏ，
ｐ
喘喘ｏ３
ｏじ

ま
た
は
目
的
物
物
が

一
定
期
間

一
定
の
性
質
を
有
す
る
こ

と

（品
質
保
持
の
担
保
）
に
つ
い
て
の
損
害
担
保
を
引
き
受
け
た
場
合
に
は
、
そ
の
担
保
し
た
事
由
が
発
生
し
た
と
き
に
は
、

法
定
の
請
求
権
を
妨
げ
る
こ
と
な
く
、
損
害
担
保
を
与
え
た
者
に
対
す
る
、
損
害
担
保
の
表
示
及
び
こ
れ
に
関
連
す
る
広
告
に

お
い
て
与
え
ら
れ
た
条
件
で
、
買
主
に
は
損
害
担
保
に
基
づ
く
権
利
が
与
え
ら
れ
る
。

帰
責
事
由
と
し
て
の
性
質
保
証
と
損
害
担
保
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
九
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政
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巻
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、
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四
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一
七
〇

品
質
保
持
の
担
保
が
引
受
け
ら
れ
た
限
り
で
、
そ
の
有
効
期
間
内
に
発
生
し
た
物
的
瑕
疵
は
損
害
担
保
に
基
づ
く
権
利
を
惹
起

す
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

第
四
四
四
条

（責
任
の
排
除
）

売
主
が
瑕
疵
を
悪
意
で
黙
秘
し
あ
る
い
は
目
的
物
の
性
質
（”
ｏｏｏ，
“
欧
８
す
ｏ
こ

の
損
害
担
保
を
引
受
け
て
い
た
場
合
は
、
売
主
は
瑕

疵
に
基
づ
く
買
主
の
権
利
を
排
除
あ
る
い
は
制
限
す
る
合
意
を
援
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

二
〇
〇
二
年

一
月

一
日
に
施
行
さ
れ
た
新
Ｂ
Ｇ
Ｂ
の
給
付
障
碍
法
の
損
害
担
保
に
関
す
る
部
分
は
、
基
本
的
に
は
政
府
草
案
の
枠
組
み
が

維
持
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
「性
質

０
】ｍ
ｏ房
ｏ，
”
沖
こ

と
い
う
文
言
が
姿
を
消
し
、
す
べ
て

「”
８
ｏ，
”
熟
ま
Ｆｏいこ

と
い
う
文
言
に
統

一

さ
れ
た
こ
と
、
四
四
三
条
に
性
質
担
保

（”
８
ｏ，
”
喘喘ｏ３
ｏ̈
一紹
円
”
●
”̈
こ

と
品
質
保
持
担
保

（口
”
】けげ
Ｒ
Ｆ
ｏ〓
紹
鶴
“諄
こ̈

と
い
う
二
種
類

の
損
害
担
保
が
規
定
さ
れ
た
こ
と
な
ど
が
主
な
修
正
点
で
あ
る
。
し
か
し
、
連
邦
参
議
院
の
意
見
表
明
と
そ
れ
に
対
す
る
連
邦
政
府
の
回
答

の
過
程
で
の
議
論
で
は
、　
一
時
大
き
く
旧
Ｂ
Ｇ
Ｂ
の
「性
質
保
証

０

”̈
ｏ３
ｏ，
“
沖
∽Ｎ易
一ｏ，
ｑ
Ｅ
Ｃ
」
へ
の
復
古
の
動
き
が
見
ら
れ
た
が
、
そ

れ
は
法
務
委
員
会
に
お
け
る
議
論
に
よ
っ
て
封
じ
ら
れ
、
結
局
、
も
と
の
政
府
草
案
の
路
線
笙
戻
っ
た
も
の
と
評
価
で
き
る
。

第
五
節
　
損
害
担
保
責
任
を
巡
る
解
釈

二
七
六
条
、
四
四
二
条
、
四
四
三
条
、
四
四
四
条
に
お
け
る

「損
害
担
保

（〇
鶴
”
二
一ｅ
」
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
る
の
か
に
つ
い
て
は
、

す
で
に
見
た
よ
う
に
、
改
正
作
業
の
過
程
に
お
い
て
議
論
の
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
特
に
、
連
邦
参
議
院
と
政
府
の
間
で
は
、
二
七
六
条
、

四
四
二
条
、
四
四
四
条
の
損
害
担
保
と
四
四
三
条
の
損
害
担
保
を
区
別
す
る
た
め
に
、
前
者
に
つ
い
て
は
性
質
保
証
と
い
う
文
言
を
用
い
る



べ
き
で
あ
る
提
案
が
な
さ
れ
た
こ
と
な
ど
か
ら
す
る
と
、
こ
の
段
階
で
は
、
二
七
六
条
、
四
四
二
条
、
四
四
四
条
の
損
害
担
保
は
旧
四
五
九

条
二
項
、
四
六
三
条
の

「性
質
保
証
」
の
後
継
概
念
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
学
説
に
お
け
る
支
配
的
見
解

も
、
二
七
六
条
の
損
害
担
保
は
旧
四
六
三
条
の
性
質
保
証
の
後
継
規
定
で
あ
り
、
旧
四
六
三
条
の
性
質
保
証
に
つ
い
て
の
判
例
が
新
二
七
六

（５３
）

条
の
損
害
担
保
の
引
き
受
け
に
も
当
て
は
ま
る
と
解
す
る
。
通
説
は
、
新
二
七
六
条
の
損
害
担
保
の
引
き
受
け
に
つ
い
て
も
、
性
質
保
証
の

判
例
に
依
拠
し
て
、
「契
約
の
内
容
と
な
っ
た
表
示
に
よ
っ
て
、
債
務
者
が
、
損
害
担
保
を
し
た
性
質
の
存
在
お
よ
び
損
害
担
保
を
し
た
性
質

の
欠
如
の
結
果
の
す
べ
て
に
つ
い
て
責
任
を
負
う
意
思
を
、
債
権
者
に
認
識
せ
し
め
た
場
合
に
、
損
害
担
保
が
認
定
さ
れ
う
る
」
と
し
て
、

（５４
）

責
任
負
担
意
思
が
損
害
担
保
の
要
件
と
な
る
と
解
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
四
四
三
条
の
損
害
担
保
は
、
ま
ず
第

一
に
、
Ｅ
Ｕ
消
費
者
売
買

指
令
六
条
の
損
害
担
保
を
国
内
法
化
し
た
も
の
で
あ
り
、
従
来
、
独
立
的
損
害
担
保
約
束
と
し
て
理
解
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
が
ゆ
え
、

（５５
）

二
七
六
条
、
四
四
二
条
、
四
四
四
条
の
損
害
担
保
と
は
区
別
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
。

ヴ
ェ
ス
タ
ー
マ
ン
は
、
「前
提
論
」
に
つ
い
て
ヴ
ィ
ン
ト
シ
ャ
イ
ト
が
述
べ
た
著
名
な
言
葉

「ド
ア
か
ら
追
い
出
し
た
と
し
て
も
、
窓
か
ら

再
び
舞
い
戻
っ
て
く
る
」
を
引
用
し
て
、
性
質
保
証
も
融
動
の
請
求
権
の
根
拠
と
し
て
の
地
位
を
失
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
こ
と
が
性
質
保

証
が
無
意
味
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
な
い
と
い
う
。
さ
ら
に
新
Ｂ
Ｇ
Ｂ
の

「損
害
担
保
」
と
い
う
用
語
に
つ
い
て
、
従
来
か
ら
ド

イ
ツ
法
に
お
い
て
は
、
時
間
あ
る
い
は
使
用
強
度
に
従
っ
て
定
め
ら
れ
た
期
間
内
に
現
れ
た
す
べ
て
の
瑕
疵
に
つ
い
て
の
危
険
を
引
き
受
け

る
と
言
う
こ
と
を
そ
れ
に
よ
っ
て
売
主
が
約
束
す
る

「従
属
的
損
害
担
保
」
と
、
売
買
目
的
物
の
意
味
に
お
け
る
性
質
に
は
関
わ
ら
な
い
給

付
あ
る
い
は
契
約
上
の
給
付
の
事
情
に
関
連
す
る
独
立
的
損
害
担
保
契
約
と
い
う
も
の
が
存
在
す
る
と
す
る
。
そ
し
て
、
四
四
三
条
条
の
損

害
担
保
の
基
礎
に
は
後
者
が
存
在
し
て
お
り
、
二
七
六
条
、
四
四
二
条
、
四
四
四
条
に
お
い
て
は
売
主
が
含
一七
六
条
に
お
い
て
は
債
務
者
）

引
き
受
け
た
損
害
担
保
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
と
す
る
。
そ
の
う
え
で
結
論
的
に
は
、
「損
害
担
保
」
と
い
う
法
制
度
は
新
法
に
と
っ
て
何
ら

（５７
）

体
系
的
に
定
め
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
と
す
る
。

帰
責
事
由
と
し
て
の
性
質
保
証
と
損
害
担
保
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
一



法
政
研
究
八
巻
三
、
四
号

（二
〇
〇
四
年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
二

し
か
し
、
連
邦
議
会
の
法
務
委
員
会
に
お
い
て
は
、
四
四
三
条
の
以
外
の
損
害
担
保
を
性
質
保
証
で
置
き
換
え
る
と
い
う
連
邦
政
府
の
提

案
を
、
「あ
ら
ゆ
る
性
質
保
証
は
損
害
担
保
の
要
素
も
包
含
し
て
い
る
」
と
い
う
理
由
か
ら
拒
否
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
損
害
担
保
の
区
別
は

相
対
化
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
文
言
に
も
現
れ
て
お
り
、
「性
質
」
の
文
言
を
の
四
四
三
条
で
は
「”
８
魯
”
喘ご
３
ｏいＬ
、
四
四
二
条
、

四
四
四
条
で
は
「口
零
房
ｏ，
”
沖
」
と
使
い
分
け
る
こ
と
が
が
政
府
草
案
の
段
階
で
は
行
わ
れ
て
い
た
が
、
法
務
委
員
会
の
決
議
を
受
け
て
新

債
務
法
で
は
消
滅
し
、
す
べ
て
「”
８
ｏ，
”
喘喘ｏ３
ｏ
【こ
に
統

一
さ
れ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
改
正
作
業
の
過
程
か
ら
も
四
四
四
条
の
損
害
担
保
の
意

味
は
完
全
に
は
明
ら
か
に
な
ら
な
い
と
い
え
（測

。

ま
た
、
一
一七
六
条
の
帰
責
事
由
の
証
明
責
任
に
関
し
て
ハ
ー
ス
は
、
一
一八
〇
条

一
項

一
文
に
よ
り
売
主
が
証
明
責
任
を
負
担
す
る
と
す
る
。

し
か
し
、
損
害
担
保
に
関
し
て
は
、
「買
主
が
二
七
六
条

一
項

一
文
に
従
い
引
き
受
け
ら
れ
た
損
害
担
保
を
買
主
が
援
用
す
る
場
合
に
は
、
買

主
が
損
害
担
保
の
引
き
受
け
を
立
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
売
主
が
消
極
的
証
明
を
行
う
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
」

と
述
べ
る
。
さ
ら
に
、
四
四
三
条
の
損
害
担
保
に
つ
い
て
も
プ
ッ
ツ
オ
に
よ
れ
ば
売
主
が
目
的
物
に
つ
い
て
損
害
担
保
の
表
示
を
与
え
て
い

た
こ
と
を
買
主
が
証
明
し
な
け
ら
ば
な
ら
な
い
と
す
（犯

（・５
）
ド
イ
ツ
語
の
「Ｎ
房

ｏ̈Ｆ
ヨ
厭
と
も
「ｏ
ミ
”
口
”̈
２
も
共
に
「保
証
」
と
訳
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
が
、
本
稿
で
は
両
者
を
区
別
す
る
た
め
に
召
易
いｏ，
９

日
品
」
を

「性
質
保
証
」
、
「Ｏ
Ｒ
“
い
け̈
２

を

「損
害
担
保
」
と
訳
す
こ
と
に
す
る
。

（・６
）
ド
イ
ツ
債
務
法
改
正
作
業
の
全
体
像
に
つ
い
て
は
、
岡
孝
編

『契
約
法
に
お
け
る
現
代
化
の
課
題
』
（法
政
大
学
出
版
局
、
二
〇
〇
二
Ｙ

一七
頁
以

下
、
半
田
吉
信

『ド
イ
ツ
債
務
法
現
代
化
法
概
説
』
（信
山
社
、
二
〇
〇
三
）
五
頁
以
下
、
小
野
秀
誠

「ド
イ
ツ
の
二
〇
〇

一
年
債
務
法
現
代
化
法

～
給
付
障
碍
法
と
消
費
者
保
護
法
～
（上

・
下
と

国
際
商
事
法
務
二
九
巻
七
号
八
〇
九
頁
以
下
、
二
九
巻
八
号
九
二
四
頁
以
下
、
同

「財
産
関
係

の
改
革
と
現
代
化
二
〇
〇
二
年
改
正
法
」

一
橋
法
学

一
巻
三
号
七
七
頁
以
下
、
潮
見
佳
男

「ド
イ
ツ
債
務
法
の
現
代
化
と
日
本
債
権
法
学
の
課
題



（
一
二
〓
と
」
民
商

一
二
四
巻
三
号

一
頁
以
下
、　
〓

一四
巻
四
・
五
号

一
七

一
頁
以
下
、
河
原
格

「ド
イ
ツ
改
正
債
務
法
の
紹
介
」
東
洋
法
学
四

六
巻

一
号

一
三

一
頁
以
下
を
参
照
。

（・７
）
”
げ
ゴ
け】【●
げ
いＯ
ｏＯ
＼トト
＼Ｕ
Ｏ
（＞
口
一同
Ｏ
Ｚ
ｐ
ｒ
Ｈ『
Ｈ
メ
『
・
ド
Ｈ００
Ｐ
∽
。
日Ｎ
臨
）

（・８
）
”
お
〓
け】【●
お
Ｎ
ｏ
ｏｏ
＼ω
Ｈ＼同
０
（＞
口
】同
Ｏ
Ｚ

，
ｒ
Ｈ『∞
メ
Ｈド
ヽ
。
Ｎｏ
ｏＰ
∽
。
日
識
）

（・９
）
”
お
Ｆ
】いｏ
お
Ｎ
ｏ
ｏ
ｏ
＼ω
ｕ
＼閣
０

（＞
口
】Ｕ
Ｏ
Ｚ
い
ｒ
Ｎ
ｏ
ｏ
メ
∞
。
”
Ｎ
ｏ
ｏＰ
∽
・
３５

識
・γ

（２０
）
潮
見

・
前
掲
民
商

一
二
四
巻
三
号

一
二
頁
以
下
。

（
２．

）

０

】
“
●
９

召

コ

】
，

ｏ
ゴ

ｐ

Ｏ

”
口
”
口
。コ

∽
ｏ

，
Ｃ
】
ら
【
Ｑ

旨

け
口

づ
ｏ
０
９

日

い
ａ

ｏ
，

日

面

Ｎ
ｏ
ｏ
ド

∽
。
ω

識

・

（２２
）
０

，
日
“
『】ｐ
∽
ｏ，
Ｌ
ヽ
【ｏ
ｏ，
お
日
ｏ
Ｏ
ロ
ゴ
ぃのお
コ
ロ
”
Ｎ
ｏ
ｏ
ド
∽
・
ω
卜０
「
。

（２３
）
Ｕ
Ｆ
ヨ
営
日
ヽ
∽
●
お
ｏす
ｏ●
〓
Ｆ
０
２
日
ぃりお
諄
①
∽
∽
ｏｒ
●
Ｅ
【
ｏＬ
諄
・
ｐ
卜
・

（２４
）
”
↓
〓∪

，
一ｏ
Ｆ

，
日ヽ
＼０
一
卜Ｐ
∽
・
Ｈ
識
・

（２５
）
債
務
法
改
正
の
詳
細
に
つ
い
て
は
す
で
に
多
数
の
文
献
が
存
在
す
る
（前
掲
注
（１６
）参
照
）。
そ
れ
ゆ
え
本
稿
で
は
特
に
損
害
担
保
責
任
の
導
入
を

巡
る
起
草
過
程
に
検
討
対
象
を
限
定
す
る
こ
と
と
す
る
。

（２６
）
給
付
障
碍
法
、
売
買
法
の
討
議
草
案
に
つ
い
て
は
、
今
西
康
人

「ド
イ
ツ
に
お
け
る
売
主
の
瑕
疵
担
保
責
任
の
改
正
問
題
」
関
法
五

一
巻
二
・
三

号

一
六
九
頁
以
下
、
青
野
博
之

「売
買
目
的
物
に
瑕
疵
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
買
主
の
権
利
と
売
主
の
地
位
」
判
夕

一
一
一
六
号

一
二
頁
以
下
、

渡
辺
達
徳

ｏ
前
掲
判
夕

一
一
一
六
号
二
二
頁
以
下
、
今
西

・
前
掲
判
夕

一
一
一
七
号
三
八
頁
以
下
も
参
照
。

（２７
）
椿
寿
夫
他
編

『ド
イ
ツ
債
権
法
総
論
』
（日
本
評
論
社
、　
一
九
八
八
）、
右
近
健
男
編

『注
釈
ド
イ
ツ
契
約
法
』
會
一省
堂
、　
一
九
九
五
）。

（２８
）
条
文
訳
に
つ
い
て
は
下
森
定
他
編

『ド
イ
ツ
債
務
法
改
正
委
員
会
草
案
の
研
究
』
（法
政
大
学
出
版
局
、　
一
九
九
六
Ｙ

〓
二
七
頁
以
下
を
参
考
に
し

た
。

（２９
）
＞
Ｆ
ｏ〓
亀
）げ
ｏ
口。Ｓ

，
σ
“
パ
ｏ
日
目
。協
【ｏ
●
Ｎ日

す

ｑ
●
３
ｏＦ
亘
讐
″
〕∽
ｏ，
Ｌ
彎
８

，
Ｆ

８
掲
。
り
に
Ｐ
に
ド

た
だ
し
、
性
質
保
証
責
任
に
関
し
て

こ
れ
ま
で
蓄
積
さ
れ
て
き
た
判
断
基
準

に
つ
い
て
は
今
後
も
草
案
二
七
六
条

の
帰
責
性

の
判
断

の
際

に
生
き
続
け
る
と
す
る

帰
責
事
由
と
し
て
の
性
質
保
証
と
損
害
担
保
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
三



法
政
研
究
八
巻
三
、
四
号

（二
〇
〇
四
年
）

一
七
四

↑
Ｐ
げ
ｏＯ，
】●
い
Ｏ
ｏ
【̈
０，
Ｆ
∽
・
ω
ω
）。

（３０
）
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
拙
稿

上
馴
掲
神
戸
四
七
巻
二
号
四
二
一
頁
以
下
参
照
。

（３‐
）
刀
ぉ

，
け】̈
口
げ
い０
０
０＼
ト
ト
＼Ｕ
Ｏ
（＞
”
【閣
Ｏ
Ｚ

，
ｒ
【ヽ
ロ
メ
Ｎ
。
が
い０
０Ｐ
∽
・
Ｈじ
・

（３２
）
ハ
‐
ス
は
、
こ
の
消
費
者
売
買
指
令
六
条
に
基
づ
い
て
新
Ｂ
Ｇ
Ｂ
四
四
三
条
の
損
害
担
保
が
成
文
化
さ
れ
た
と
す
る
ｅ
ｏ
Ｓ
ミ
ロ
”
以
）】■
口
”
器
＼

りヽ

①
Ｑ
』０
●
り
ヽ
刀
Ｏ
ｒ
”
口
鮎
＼
∽
ｏ

，
ｐ
喘ｏ
『
ヽ
≦
ヽ
ｏ
●
０
け
】”
口
０
・
Ｈ
）”
ｏ
●
０
●
０
∽
０

，
‘
】０
■
０
０

，
，

Ｎ
ｏ
ｏ
Ｎ
・
∽
。
Ｎ
Ｏ
ω
】″
Ｐ

∞
『
∞
）
。

（３３
）
Ｅ
Ｕ
消
費
者
売
買
指
令
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
今
西
康
人

「消
費
者
商
品
の
売
買
お
よ
び
品
質
保
証
に
関
す
る
Ｅ
Ｕ
指
令

（
こ

（二
）
―
―
そ
の

制
定
過
程
と
ド
イ
ツ
法
へ
の
影
響
を
中
心
と
し
て
―
―
」
関
法
五
〇
巻

一
号
五
〇
頁
以
下
、
四
号

一
頁
以
下
を
参
照

（鰍
じ
　
０

，
コ
”
【̈
りヽ
∽
０，
Ｃ
】ヽ
『０
０

，
粛
】
づ
０
０
①
コ
ｐ【∽̈
ｏ
コ
』●
”
Ｎ
Ｏ
ＯＮ
・
∽
・
ω
いヽ

（
３５

）

∪

∽̈
Ｆ
●
８

一ｏ
●
Ｘ

ユ

層

ユ

・
９

８

押

ｏ
”
●
鶴

Γ

∽
ｏ
Ｆ
口
【０
『
８

，
お
日

ｏ
Ｏ
①
日

∽̈
げ
日

記

聰

８

Ｎ

９

８

。

フ
」
れ

に

対

し

て

、

ヴ

ア

ー

グ

ナ

ー

は

、

保

証

さ

れ
た
性
質

（Ｎ口
”
ｏｏい０

，
０
ユ
ｏ

同
一”
ｏ３
ｏ，
”
沖
）
に
つ
い
て
の
特
別
規
定
の
放
棄
を
批
判
す
る
。
（Ｏ
ｏ『，
円
０

ヨ
記
３
ｑ

Ｐ̈

ｕ
ヨ
絡
＼い
日
日
ｏＦ

Ｎ
¨
く
〓
『
０
０

，
一
の
電
■
耀
〕ｏ
●
０
０

，
”
壼
〕
“
口
●

∽
０

，
Ｃ
ｒ
Ｆ
・ｏ
ｏ

，
一
ｏ
『
０
喘
Ｏ
「
「
ｒ

Ｎ
ｏ
ｏ
日

，
∽

。
Ｎ
ｕ
∞
）

（３６
）
連
邦
司
法
省
が
出
し
た
討
議
草
案
に
つ
い
て
の
補
足
文
書
で
は
、
二
七
六
条
の
改
正
を
見
送
っ
た
理
由
と
し
て
、
二
七
六
条
を
新
し
く
規
定
す
る

こ
と
は
過
失
概
念
の
拡
大
を
惹
起
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
憂
慮
し
た
こ
と
を
挙
げ
て
い
る

（”
〓
｝
Ｆ
♂
日
ｐ”
［ざ
房
●
“
●
ｑ̈
∽
ｏ，
口
一彎
８
口
雰
‐

日
ｏ
Ｏ
①
ヨ
己
ａ
Ｑ
ビ
晨
場
ｍ
ｏ
∽
①
けＮ
（Ｕ
●
け■
Ｅ
じ
・
り

０
職
。（，
一け，
＼
＞
ヨ
３
Ｆ
●
●
‥̈Ｆ
ｏ
Ｑ
Ｆ
Ｏ
ｏ
ゝ
口
『
‐ご
斤
ゝ
げ
【
“

，
＼
り
Ｏ
ａ

０
０
ｏ
＼
留
♂
Ｑ
お
Ｆ
●
０
０
）
。

Ｏ
Ｎ
口
”
【̈
∽・
∽
ｏ

，
Ｃ
】０
『０
０

，
けり
「
ｒＯ
●
０
５
口
【∽一ｏ
壼
Ｆ●
”
Ｎ
Ｏ
Ｏ
Ｎ
・
∽
・
ω
卜
０
」い

こ
れ
は
、
給
付
障
碍
法
委
員
会
が
、
「売
買
、
請
負
契
約
法
作
業
部
会
」
の
提
案
を
受
け
入
れ
た
こ
と
に
よ
る

（∪
“
●
●
ｏ
『
‐口
＆
＼
↓
〓
８
ｏｏ
Ｆ
Ｏ
甲

【”
●
一【０
げ
０
００

，
『“
●
Ｆ
●
●
∞
ｏ
●

口̈
Ｃ
口
”ｏ
■

，
，

ｏ
日
①
●
ｏ
Ｆ
“
●
喘く
ｏ
「
け『
帥
”
ｏ
●
●

，
０

，
Ｑ
ｏ
『
∽
０

，
口
一０
■０
０

，
け∽喘①
ｈＯ
ヽ
「
ｒ
Ｎ
Ｈ”
Ｎ
ｏ
ｏ
Ｎ
。
い〇
∞
・
【
Ｈいし
。

”
↓
‐∪
コ
一ｏ
Ｆ

，
日ヽ
＼
Ｏ
ｏ
卜
Ｐ
∽
。
日ω
ド

二
七
六
条
、
四
四
二
条
、
四
四
四
条
の
損
害
担
保
が
性
質
保
証
の
後
継
概
念
で
あ
る
こ
と
は
、
政
府
草
案
四
三
三
条
の
改
正
理
由
に
お
い
て

「政

府
草
案
二
七
六
条

一
項

一
文
だ
け
で
な
く
四
四
二
条

一
項
二
文
お
よ
び
四
四
四
条
は
、
『性
質
保
証
』
と
い
う
従
来
の
文
言
に
従

っ
て
把
握
さ
れ
て
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き
た
こ
の
よ
う
な
事
例
群
を
、
債
務
者

（こ
こ
で
の
関
心
事
で
あ
る
売
買
契
約
の
場
合
に
は
売
主
）
が
損
害
担
保
を
引
き
受
け
て
い
た
と
い
う
こ

と

に
よ

っ
て
パ

ラ

フ

レ
ー
ズ

し

て

い
る
」

と
述

べ
ら

れ

て

い
る

こ

と

か
ら

も

明

ら

か

で
あ

る

（厠
↓
‐∪
日

ｏ
Ｆ
９

〓
＼
８

さ

・
∽

曽

ｅ

。

”
↓
由
￥
暉
ｏ
Ｆ

，

い
ヽ
＼
Ｏ
ｏ
卜
Ｐ

∽
・
Ｎ
ω
９

”
↓
‐∪
口
“ｏ
Ｆ
９

【
卜
＼
Ｏ
ｏ
卜
Ｐ

∽
。
Ｎ
ヽ
９

∪
”
●
●
０『‐目
３
＼↓
ｒ
】①協
①Ｐ
Ｐ

，
。
９
・
Ｎ
”
８
８
Ｌ
〓
。
今
西

ｏ
前
掲
判
夕

一
一
一
七
号
四
八
頁
も
、
「指
令
を
忠
実
に
国
内
法
化
し
た
結
果
、

性
質
保
証
概
念
は
削
除
さ
れ
た
が
、
却
っ
て
既
存
の
多
様
な
保
証
概
念
を
条
文
上
整
理
で
き
ず
、
体
系
的
整
合
性
に
問
題
を
残
し
た
」
と
指
摘
す

２つ
。

（４４
）
∽
ｏＦ
ヨ
〓
Ｆ
‐卿
帥
●
お
ｏＦ
い
ｏ●
ｏ
∽
ｏ，
口
一口
■０
２
詳
・
Ｎｏ
ｏＮ
∽
。
い
日♪
∪
”
●
●
①甲
ｒ
いｏげ
＼日
ゴ
ｏ̈ｏｏｏ●
・
”
。
”
・
〇
〓
Ｎ
Ｈり
Ｎｏ
ｏＮ
ＨＨド

（
４５

）

↓

」

ｏ
げ
２

＼
口

０
ヾ

Ｆ

・
∽
ｏ
ｒ
●
〓

可
ｏ
ｏ

，
一
貿

ｏ
「
９

日

】

日

Ｐ
Ｏ

Ｃ

口
一
Ｑ

日

の
ビ

Ｂ

Ｑ

あ

Ｆ
”
Ｌ

マ

①
ユ

『
帥
ｍ
ｐ

”

Ｕ

Ｎ
ｏ
ｏ
ド

釧
Ｎ
ｒ

ｕ
ω
９

（４６
）
ω
↓
〓∪
口
“ｏ
澪
９
【卜
＼０
∞
ｕ
ド
∽
・
Ｎ”

（４７
）
”
↓
白
〓
ｏ
Ｆ
Ｌ
ミ
０
∞
ｕが

，

８
・

（４８
）
”
↓
‐∪
口
】ｏ
Ｆ
９
ロト
＼０
∞
０
ド
∽
・
Ｏ
ｒ

（４９
）
ω
↓
‥∪
コ
一ｏ
″
９
Ｈ卜
＼
『ｏＯ
Ｎ
∽
。
ＨＯ
ド

（５０
）
”
↓
‥∪

，
お
庁

，
Ｐ卜
＼
ｏヽ
ＯＮ
∽
・
い０
メ

（５．
）
”
↓
‐】ｙ
周
Ｆ
∽ニ
ミ
ざ
認
・∽
二
露
・
ダ
ウ
ナ
ー
・
リ
ー
プ
／
テ
イ
ー
セ
ン
に
よ
れ
ば
、
連
邦
司
法
省
の
担
当
官
で
あ
っ
た
シ
ュ
ミ
ッ
ト
‐
レ
ン
チ
ュ

も
、
新
法
に
つ
い
て
の
講
演
の
際
に
、
損
害
担
保
の
金
額
的
な
制
限
に
つ
い
て
の
質
問
を
ぶ
つ
け
ら
れ
、
少
な
く
と
も
損
害
担
保
を
当
初
か
ら
制

限
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
い
う
趣
旨
の
答
え
を
し
た
と
い
う

（∪
Ｎ
●
●
ｏ
『白
】３
＼↓
〓
８
ｏｏＦ

”
。
Ｐ

Ｏ
ｕ
圏
り

８
露
・

】
］卜
）。

（５２
）
条
文
訳
に
つ
い
て
は
岡
孝
編

『契
約
法
に
お
け
る
現
代
化
の
課
題
』
（法
政
大
学
出
版
局
、
二
〇
〇
二
）
一
八
二
頁
以
下
、
半
田
吉
信

『ド
イ
ツ
債

務
法
現
代
化
法
概
説
』
（信
山
社
、
二
〇
〇
三
）
四
三
二
頁
以
下
を
参
考
に
し
た

帰
責
事
由
と
し
て
の
性
質
保
証
と
損
害
担
保
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
五
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法
政
研
究
八
巻
三
、
四
号

（二
〇
〇
四
年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
六

（
５３

）

口

”
”
´

”
・
”
・
Ｏ

ｃ

∽
・
Ｎ
Ｈ
∞

刀

●
・
Ｎ
ω
Ｐ

】
≦

ｏ
Ｒ

９

ら

・
∪

い
ｏ

い
ｏ
お

言

日

両

解

）一
０
口

」

面

０
ロ

ピ
日

●
ｏ
●
ｏ
●

∽
０

，
●
〓

マ
ｏ
ｏ

，
●

『
●
∽

Ｎ
Ｏ
Ｏ
Ｐ

∽
・
ｕ
Ｎ
押

∪

２
日

】
０
早

ｒ

】
ｏ
げ
＼

口
Ｑ
●
ωく
ｒ
段
）”
＼
”
●̈
”

＞
●
ｌ
Ｌ
お
Ｆ
９
日
ヨ
ｏ
ユ
”
嗜
∪
”
∽
●
ｏ●
ｏ
∽
０，
Ｃ
〓
町
ｏＱ
詳
ヽ
Ｎｏ
ｏＮ

ゆ
Ｎ
″
口
Ｎ
只
∪
２
Ｌ
５
『ｔｒ
げ
げ
Ｙ
蜜
Ｆ
ュ
『お
ヽ
ｒ
げ
ゴ

∪
げ

０

，
■
”
口
Ｌ

ｏ
●
『
ｏ
げ
】
ｏ
■

５

Ｌ

Ｆ

（
ゆ

ヽ
ト
ト

ロ

０

ロ

ン

¨
口
¨

∪

２
日

５

早

ｒ

【
０
げ
ゝ
田

ｏ
員

協

】
ｏ
い

Ｃ

●
け
９

日

ｏ
ご

ヨ

Ｑ

あ

ド
”
」
「

ｃ
日

０

∽
Ｌ

ｐ
●
〓

町
ｏ
ｏ
Ｆ
お

員

δ

ヽ
９

日

お

け

ヨ

Ｈ

両

・

Ｎ
ｏ
ｏＰ

，

ｏ絆
り
”
【”
口
０
ミ
ロ
Ｑ
日
・̈ｏ
Ｆ
ｐ
国
の
コ

国
記
一帥
口
習
涙
Ｌ
旨
口

，
Ｐ
・
＞
●
ｐ
・
ｏ
Ｎ
ぶ

一Ｆ

Ｓ
，

こ
れ
に
対
し
て
、
シ
ュ
ル
テ
‐
ネ
ル
ケ
は
、
債

務
法
改
正
に
よ
り
こ
れ
ま
で
の
性
質
保
証
の
様
々
な
機
能
は
四
七
四
条
以
下
の
消
費
者
保
護
規
定
に
委
ね
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
以
上
、
性
質
保

証
に
つ
い
て
の
従
前
の
判
例
が
債
務
法
改
正
後
も
維
持
さ
れ
る
べ
き
か
ど
う
か
は
疑
間
で
あ
る
と
す
る

（口
”
房

∽
３
こ
】一ｏ
‐Ｚ
ｏ
【Ｆ
ｐ

く
①
諄
日
明
‐

守
①
】ド
ｏ
〓
ロ
ユ
Ｆ
♂
ヨ
ｐ詳

ｏ̈
３
Ｎｌ
目
崎
●
Ｒ

，
Ｏ
ｑ

∽
ｏ，
ｃ
【彎
８
〓
ｏ【ｏ♂
日
】・
Ｎ
ｏ
∽
８
露
ヽ
Ｎ
ミ
）。
以
上
の
点
に
つ
い
て
は
、
渡
辺
達
徳

上
則
掲

判
夕

一
一
一
六
号
二
四
頁
以
下
も
参
照
。

（５４
）
「
”
】“
日
片
＼
口
ｏ
ｒ
『
ｏ̈，
コ
”
。
Ｐ

Ｏ
ｃ
ゆ
Ｎ
『０
”
ｐ

Ｎ
Ｐ

Ｏ
ｎ
ゴ
①げ
ｏ【”

”
ｏ
”

ゆ
Ｎ
０ヽ
く
①【巴
詳
ｌ
ｏ
ユ
】̈
ｏ

，
Ｆ
Ｑ
［
熊
あ

∽
ｏ，
ｃ
〓
Ｆ
①『コ

”
Ｐ

卜Ｐ

Ｐ̈

”
”
日
げ
ｑ
”
０
『＼
”
ｏ

，
卜
・
＞
●
コ
“
器

営
８
・
起
草
者
も
そ
の
よ
う
に
解
し
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
国
↓
‐∪
日
ｏ
Ｆ
９
〓
＼
８
さ
・
９
〓
Ｎ
を
参
照
。

（５５
）
目
】̈”
“
『０
＼バ
『”
２
ミ
曽
に
ｏ
●
∽
ｏ，
ｃ
〓
Ｔ
Ｒ
浄
お
『①喘９
ロ
メ
フ
ｎ∪
”
ＮｏｏＮ
Ｏ
「
Ｐ
口
”
“
´
”
・
Ｐ
Ｏ
‘
∽
。
Ｎ
釧
ω
”
Ｐ
ω
『Ｐ
」
”
口
↓

，
げ
８
ｏＦ
Ｏ
”
『”
ユ
お
ユ
ｏ

”
Ｒ
壼
西
〕】ｏ口
ｏ■，
０
津
げ
ｏい日
Ｃ
●
８
日
鳳
日
お
鋼
）Ｆ
”
欧
”
‐
∪
ｑ
０
８
２
Ｎｏ●
雪
己
ユ
Ｎｃ
『
＞
口
Ｏ
Ｑ
日
に
ら
ｏ
り
ゆ
卜
ヽ
卜
”
０
”
・Ｎ
”
り
Ｎ
ｏ
ｏＰ
Ｎ
『Ｎ
欧
・

カ
ナ
ー

リ
ス
も
四
四
三
条
の
性
質
損
害
担
保
の
概
念
は
、
一
一七
六
条

一
項
、
四
四
二
条

一
項
後
段
と
同
じ
よ
う
に
理
解
す
べ
き
で
は
な
い
と
す
る
６
”
ロ
ミ
Γ

】
●
¨
奥
【
“
『
【
リ
ロ
』
ス
Ｈ

『

Ｏ
ヨ
Ｅ
Ｒ
Ｆ
Ｎ
Ｏ
ｏ
Ｎ
”
∽
０

，
●
】
０
「
０
０

，
一
０
日
”Ｏ
Ｑ
ｏ
ヨ
ｐ
一
∽
】
Ｏ
コ
】
口
”
・
∽

・
∞
Ｎ
し

。

（５６
）
口
・
り
■
ヨ
「ｏ
ｏけＱ
目
●
日
Ｐ
Ｕ
“
∽
●
①」
ｏ
因
“
口
「８
ｏ，
一
Ｑ
●
ｏｏ〓
お
い
澤
旨
一
ｏｏ
く
０
け
『”
ｃ
Ｓ
３
咀
ド
ｏ■Ｆ
“
●
お
・
『
Ｎ
Ｎ
ｏｏ
Ｆ
ｕωｐ
ｕ
ωト

（５７
）
ヨ
。のけｏ
日
Ｓ
ヨ
ン
∪
お

お
口
ｏ
パ
”
口
喘お
ｏＦ
・
Ｚ
」■

８
露
ヽ
含
ヽ
ミ
。

シ
ェ
ル
ハ
マ
ー
も
、
「新
Ｂ
Ｇ
Ｂ
四
四
三
条

一
項
は
、
確
か
に
、
性
質
損
害

担
保
と
品
質
保
持
損
害
担
保
に
言
及
し
て
は
い
る
が
、
何
ら
具
体
的
内
容
を
有
さ
ず
、
こ
れ
ま
で
の
法
状
況
を
何
も
変
え
て
お
ら
ず
、
そ
れ
故
に

不
必
要
な
も
の
で
あ
る
」
と
す
る

（パ
●
ユ

∽
Ｓ
ｏ
】】Ｆ
目
目
ｐｑ
・
∪
げ

口
Ｒ
ｇ
凋

０
８

く
ｑ
Ｆ
帥
●
お
あ

喘日

∽
”
ｏ７

“
ａ

´
こ
着
目
螢
輌
Ｑ

‐
ｚ
８
ｏ

∽
ｒａ
Ｆ

，
■
■５
０
●
０
口
０『
蜜
Ｆ
厭
お
】げ
ｏｍ
ユ
織
Ｌ
ζ
∪
”
Ｎｏ
ｏＮ
Ｎ
卜
ｒ
Ｎ
卜０
）。

（
５８

）

∽
お

Ｆ

Ｅ

Ｗ

Ｌ

日

５

”
“
望

〓

日

”
日

”０
３

日

¨
日
．峰

ｑ

〓

日

Ｏ
ｑ

〕
房

由
Ｎ

Ｎ
‘

ゆ

ミ

ヽ

”
Ｏ

Ｆ

Ｎ
Ｏ

∽

８

ｏ
Ｐ

ω
ｏ
『

欧

。

フ

オ

ン

・
ギ

ー

ル

ケ

／

パ

ッ

シ

ェ

ン



も
、
四
四
四
条
は
従
属
的
損
害
担
保
の
み
を
対
象
と
す
る
の
か
、
そ
れ
と
も
独
立
的
損
害
担
保
も
包
摂
す
る
の
か
ど
う
か
と
言
う
こ
と
は
、
改
正

理
由
か
ら
は
明
確
で
は
な
い
と
す
る

（く
０
口
〇
】ｑ
Ｆ
へ
「
お
３
わ
´
〓
腎
崎
３
器
１
帥
口
『【Ｑ
峰
Ｅ
両
げ
Ｑ
日

Ｃ
二
ｑ
●
３
目
ｏ
房
Ｆ
”
亀
ｋ
Ｖ
静
口
”
８
８
・

卜瑠
ｋ
８
）
。
こ
れ
に
対
し
て
、
ロ
ー
シ
ェ
ル
ダ
ー
は
、
法
務
委
員
会
は
四
四
四
条
に
つ
い
て

「形
式
を

「適
合
さ
せ
る
こ
と
」
に
よ
っ
て
、
規
定

を
内
容
的
に
修
正
す
る
こ
と
は
全
く
意
図
」
し
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
る

（∪
】『寿
ｒ
８
８
Ｆ
】一
ｏあ
・
”
ｏ
ｏｏ，
鳳
ご
子
ｏ
】お
く
ｏ『ｏ】３
”
日
記
・̈
Ｎ
易
甲

ｏ
ｒ
ｏ
コ
」

両

・

〇

”
『
”
口
け
げ

・

Ｏ

ｏ
ｌ

巴

弓

お

お

言

５

ｍ
ｏ
”
口
協

ｏ
〓

●
協

・

【
■

∪

２
員
Ｆｏ
『
‐
ｒ
げ

げ
＼
【

ｏ
●
Ｎ
ｏ
口
＼
パ

・

∽
ｏ
ビ
日

【
Ｑ
●

∪

”
∽

●
ｏ
Ｃ
ｏ

∽
Ｏ
Ｆ
Ｃ
〓

可
父

浄

け

】
●

＾
お

【

”
『”
Ｘ
【りヽ
ＮＯ
Ｏ
Ｎ
・
∽
。
卜
ｏ
『）
。

（
５９

）

口

，
お

・
Ｐ

Ｐ

Ｏ
・・
∽

曽

∞

″

】
・
田

Ｎ

”
”
】”
●
０
く
「
二

Ｓ

・
”
ｏ

，

同
出

”
口
圏

驚

碑

）“
口

，

８

＞

“
い

て

お

”
Ｆ

鍵

・

エ

ー

マ

ン

／

ズ

チ

エ

ツ

ト

も

同

じ
く
債
権
者
の
側
に
損
害
担
保
の
表
示
の
証
明
責
任
が
あ
る
と
す
る

（口
５
営
５
＼
∽
●
けｏＯぎ
●
〓
０
０
ｏ日
●
①諄
８

∽
３
こ
】彎
ｏＳ
［・
９

８
じ
。

第

三
章
　
企
業
買
収
契
約
を
巡
る
問
題

新
Ｂ
Ｇ
Ｂ
の
規
定
の
中
で
も
売
主
が
損
害
担
保
を
引
き
受
け
た
場
合
に
免
責

・
責
任
制
限
を
許
さ
な
い
こ
と
を
定
め
る
新
四
四
四
条
の
規

定
が
企
業
買
収
実
務
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
特
に
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
以
下
で
は
、
ま
ず
こ
れ
ま
で
の
企
業
買
収
実
務
と
売
買
法

の
関
係
に
つ
い
て
問
題
点
に
つ
い
て
概
観
し
、
そ
の
後
、
新
四
四
四
条
の
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

帰
責
事
由
と
し
て
の
性
質
保
証
と
損
害
担
保

一
七
七
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七
八

第

一
節
　
】〕れ
ま
で
の
問
題
状
況

旧
Ｂ
Ｇ
Ｂ
に
お
け
る
瑕
疵
担
保
責
任
法
は
企
業
買
収
契
約
に
と
っ
て
は
き
わ
め
て
不
十
分
で
あ
る
と
い
う
の
が
こ
れ
ま
で
実
務
の
認
識
で

あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
企
業
買
収
の
形
態
に
よ
っ
て
適
用
さ
れ
る
条
文
が
異
な
っ
て
い
た
。
会
社
の
資
産
の
売
買

（＞
ｏｏｏ一‐∪
８
じ
は
「物
」

の
売
買
で
あ
る
と
し
て
旧
Ｂ
Ｇ
Ｂ
四
五
九
条
以
下
の
物
の
瑕
疵
担
保
責
任
の
規
定
が
適
用
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
会
社
の
持
分
の
売
買

３
，

鶴
９
∪
８
じ

は

「権
利
」
の
売
買
で
あ
る
と
し
て
、
旧
Ｂ
Ｇ
Ｂ
四
三
二
条
以
下
の
権
利
の
瑕
疵
担
保
責
任
規
定
の
対
象
と
な
っ
た
。
し

か
し
、
企
業
の
持
分
の
全
部
ま
た
は
大
部
分
が
買
収
さ
れ
て
企
業
の
経
営
の
実
質
的
な
支
配
権
を
得
る
場
合
に
は
物
的
瑕
疵
担
保
責
任
の
対

象
と
な
る
な
ど
か
な
り
複
雑
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
企
業
の
売
上
、
収
益
、
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
等
が
契
約
の
際
に
告
げ
ら
れ
た
こ
と
と
異
な
っ

て
い
た
場
合
に
瑕
疵
と
な
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
争
い
が
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
Ｂ
Ｇ
Ｈ
も
こ
れ
ま
で
は
企
業
買
収
契
約
に
つ
い
て
は
瑕

疵
担
保
責
任
よ
り
も
契
約
締
結
上
の
過
失
責
任
に
よ
っ
て
処
理
す
る
場
面
が
多
か
っ（理
。
結
局
、
企
業
買
収
契
約
の
実
務
に
お
い
て
は
契
約

書
に
独
自
の
担
保
責
任
の
体
系
を
構
築
し
そ
れ
を
条
件
と
し
て
取
り
交
わ
す
こ
と
が

一
般
で
あ
っ
た
。
そ
の
際
、
主
要
な
役
割
を
果
た
し
た

の
が
、
損
害
担
保
責
任
の
引
受
で
あ
る
。
売
上
、
収
益
、
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
等
に
つ
い
て
説
明
に
つ
い
て
は
損
害
担
保
を
買
主
に
与
え
る
形

で
責
任
を
引
き
受
け
て
い
た
。
し
か
し
、
無
制
限
に
責
任
を
引
き
受
け
る
こ
と
は
で
き
ず
、
ま
た
企
業
買
収
契
約
に
お
い
て
契
約
解
除
は
あ

ま
り
な
じ
ま
な
い
の
で
、
同
時
に
法
定
の
瑕
疵
担
保
責
任
の
排
除
や
責
任
の
上
限
の
定
め
な
ど
を
す
る
の
が
通
例
で
あ
っ
た
。

②
い
御
如
膝
¨
彬

意 へ
っ
ぃ
″
ぃ
」
】
け
だ
一
畔
調
剛
］
脚
は
、
い
』
卿
卿
卸
「
囃
畔
刺
嘲
鰤
漱
颯

構
．
、

同
瑯
罐
観
『
」
蛎
唯
凛
罐
脚
矧
『
晦
事

担
保
約
束
は
、
企
業
買
収
契
約
の
契
約
時
か
ら
譲
渡
期
日
ま
で
に
生
じ
る
不
利
な
変
化
の
リ
ス
ク
を
限
定
し
、
そ
れ
ゆ
え
、
買
主
に
と
っ
て

（６２
）

売
買
代
金
の
決
定
要
素
と
も
な
る
と
い
う
。
よ
り
具
体
的
に
は
次
の
よ
う
な
例
を
挙
げ
る
。



将
来
の
状
況
に
つ
い
て

約
束

資
産
の
損
害
担
保

自
己
資
本
の
損
害
担
保

貸
借
対
照
表
の
損
害
担

保 不
確
実
性
の
損
害
担
保

売
主
は
、
譲
渡
期
日
ま
で
に
、
一
定
の
関
係
、
例
え
ば
、
採
算
の
取
れ
な
い
企
業
部
門
の
閉
鎖
を
行
な
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
責
任
を
負
う
。

企
業
体
の
設
備
、
持
ち
分
の
種
類
お
よ
び
立
地
条
件
、
企
業
に
対
す
る
関
係
、
並
び
に
資
産
お
よ
び
人
員
の
状
態

に
関
係
す
る
。
そ
れ
に
は
、
部
分
的
に
決
算
に
は
現
れ
な
い
が
、
経
済
的
な
意
味
を
有
す
る
そ
の
他
の
法
律
関
係

に
つ
い
て
の
言
明
も
含
ま
れ
る
。
ン」
れ
は
例
え
ば
ラ
イ
セ
ン
ス
契
約
、
競
業
禁
止
、
処
分
権
の
制
限
の
不
存
在
な

ど
で
あ
る
。

自
己
資
本
の
損
害
担
保
は
特
定
の
時
点
に
お
い
て
一
定
額
の
自
己
資
本
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
の
契
約
上
の
約

束
で
あ
る
。

貸
借
対
照
表
の
損
害
担
保
の
言
明
の
際
に
は
、
売
主
は
通
常
、
年
度
末
決
算
の
正
し
さ
、
お
よ
び
決
算
書
類
の
作

成
の
際
の
規
則
ど
お
り
の
簿
記
の
原
則
の
遵
守
を
表
示
す
る
。
ン」
の
場
合
、
限
定
的
損
害
担
保
と
無
条
件
の
損
害

担
保
が
区
別
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
限
定
的
損
害
担
保
は
規
則
ど
お
り
の
簿
記
の
原
則
の
遵
守
（Ｏ
ｏ
Ｕ
を

性
質
保
証
す
る
。
無
条
件
の
損
害
担
保
は
、
具
体
的
な
支
払
い
能
力
に
つ
い
て
の
責
任
を
基
礎
づ
け
る
。
こ
の
損

害
担
保
は
規
則
ど
お
り
の
簿
記
の
性
質
保
証
と
共
に
、
貸
借
対
照
表
連
続
性
の
原
則
に
し
た
が
い
多
く
の
貸
借

対
照
表
が
作
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
保
証
も
含
む
。

不
利
な
変
化
の
リ
ス
ク
を
買
主
に
と
っ
て
不
利
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
を
売
主
が
性
質
保
証
す
る
。

帰
責
事
由
と
し
て
の
性
質
保
証
と
損
害
担
保

一
七
九
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八
〇

第
二
節
　
新
四
四
四
条
の
実
務
に
対
す
る
イ
ン
パ
ク
ト

以
上
の
よ
う
に
旧
法
下
で
の
企
業
買
収
実
務
は
複
雑
で
あ
る
と
同
時
に
損
害
担
保
を
用
い
る
こ
と
で
柔
軟
に
対
す
る
こ
と
も
で
き
た
。
し

か
し
、
新
Ｂ
Ｇ
Ｂ
は
こ
の
柔
軟
性
を
奪
い
去
っ
て
し
ま
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
今
回
の
改
正
に
よ
っ
て
新
た
に
Ｂ
Ｇ
Ｂ
に
導
入
さ
れ
た
四
四
四

条
後
段
は
、
売
主
が
損
害
担
保
を
引
き
受
け
て
い
た
場
合
に
は
、
責
任
制
限
も
し
く
は
免
責
に
つ
い
て
の
合
意
を
援
用
で
き
な
い
と
定
め
て

い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
企
業
買
収
契
約
の
際
に
売
主
が
企
業
の
状
態
に
つ
い
て
も
し
損
害
担
保
を
引
き
受
け
る
と
、
損
害
担
保
に
基
び
Ｘ

責
任
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
け
で
な
く
、
四
三
七
条
以
下
の
法
定
の
瑕
疵
担
保
責
任
を
制
限
又
は
排
除
す
る
こ
と
も
不
可
能
と
な
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
い
ち
早
く
問
題
提
起
を
行
っ
た
の
が
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
ン
ン
で
あ
っ
た
。
彼
は
、
新
四
四
四
条
の
も
と
で
は

「企
業
買

収
も
念
頭
に
置
か
れ
、
そ
こ
で
無
数
に
生
起
し
て
い
る
『損
害
担
保
』、
す
な
わ
ち
、
法
律
関
係
、
貸
借
対
照
項
目
、
そ
し
て
法
律
家
、
公
認

会
計
士
の
幻
想
に
起
因
す
る
そ
の
他
す
べ
て
の
こ
と
に
つ
い
て
買
主
が
売
主
に
無
条
件
で
求
め
る
『損
害
担
保
』、
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
。
そ

の
際
、
新
Ｂ
Ｇ
Ｂ
四
四
四
条
は
、
責
任
の
制
限
お
よ
び
そ
の
免
責
に
対
し
て
も
宣
戦
を
布
告
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
当
然
の
帰
結
で
あ
る
。

な
ぜ
な
ら
、
企
業
買
収
は
ド
イ
ツ
売
買
法
の
支
配
下
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
」
と
し
て
企
業
買
収
契
約
も
無
条
件
に
新
四
四
四
条
の
適
用
を
受

（６４
）

け
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

お
ぼ
Ё
評
膨
鳩
鑓
削
霧
牌
颯
理
鱚
神だ
鵜
珈
繹
識
菫
磁
鱒
鍼
矧
写賀
鉦̈
詳
脚
概

具
体
的
に
は
、
た
と
え
ば
、
ヒ
ル
ガ
ル
ト
／
ク
ラ
ー
イ
フ
ァ
ン
ガ
ー
は
、
四
四
四
条
の
法
律
効
果
は
ま
さ
に
企
業
買
収
の
法
律
関
係
に
お

い
て
売
主
に
と
っ
て
は
完
全
に
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
契
約
違
反
の
場
合
に
正
し
く
な
い
損
害
担
保
が
存
在
し
て
い
た

な
ら
、
買
主
は
契
約
を
解
消
で
き
、
お
そ
ら
く
何
年
か
後
に
彼
に
そ
の
企
業
を

「返
還
す
る
」
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
考
え
は
全
て
の
企
業

の
売
主
に
と
っ
て
悪
夢
で
あ
る
と
い
う
。
損
害
担
保
を
与
え
る
と
い
う
こ
と
が
買
主
に
企
業
の
返
還
の
可
能
性
を
開
く
と
い
う
こ
と
を
意
味



す
る
の
で
あ
れ
ば
、　
一
般
的
に
待
ち
望
ま
れ
て
い
る
企
業
買
収
の
波
は
急
速
に
砕
け
散
っ
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
そ
の
よ
う
な
予

測
不
可
能
な
結
果
に
関
わ
り
合
う
売
主
な
ど
ま
ず
い
な
い
か
ら
で
あ
る
と
い
う
。
実
際
、
二
〇
〇
二
年

一
月

一
日
以
降
、
損
害
担
保
と
し
て

解
釈
さ
れ
る
こ
と
が
ほ
ぼ
確
実
な
契
約
上
の
任
意
の
責
任
負
担
義
務
の
引
受
を
、
解
除
の
リ
ス
ク
を
避
け
る
た
め
に
、
売
主
が
拒
否
し
て
い

る
と
い
う
若
干
の
事
例
を
彼
ら
は
知
っ
て
い
る
と
い
う
。
利
害
関
係
を
有
し
て
い
る
買
主
は
、
企
業
を

「現
状
有
姿
」
で
買
う
つ
も
り
は
な

く
、
そ
れ
が
た
め
に
、
企
業
買
収
が
成
立
し
な
い
と
言
う
こ
と
は
あ
り
得
な
い
こ
と
で
は
な
い
と
い
う
。
彼
ら
は

「四
四
四
条
後
段
の
誤
解

を
招
く
規
定
に
よ
る
国
民
経
済
上
の
損
失
は
莫
大
な
も
の
と
な
り
う
る
」
と
し
て
問
題
の
重
大
性
を
指
摘
す
（型

。

第
二
節
　
学
説
の
反
応

企
業
買
収
契
約
に
お
け
る
四
四
四
条
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
様
々
な
解
釈
論
が
提
起
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
学
説
は
大
き
く
分
け
て
二

つ
の
立
場
に
分
か
れ
る
。

（
一
）
完
全
適
用
説

第

一
の
立
場
は
、
四
四
四
条
の
文
言
に
忠
実
に
、
売
主
が
損
害
担
保
を
与
え
た
以
上
は
も
は
や
彼
は
そ
の
責
任
を
制
限
又
は
排
除
す
る
こ

と
は
不
可
能
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
今
後
は
実
務
に
お
い
て

「損
害
担
保
」
を
契
約
に
用
い
る
こ
と
を
避
け
、
代
わ
り
に

「性
質
合
意
」
を
与

え
る
こ
と
で
責
任
負
担
の
リ
ス
ク
を
適
切
に
軽
減
す
る
こ
と
を
図
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。

こ
の
立
場
の
主
唱
者
で
あ
る
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ア
ー
ン
ン
は
、
四
四
四
条
に
よ
れ
ば
、
売
主
に
は
、
本
条
の
意
味
に
お
け
る
個
別
契
約
の
レ
ベ

ル
に
お
い
て
「損
害
担
保
」
の
不
達
成
に
よ
る
責
任
を
制
限
あ
る
い
は
排
除
す
る
こ
と
は
、
無
条
件
で
禁
止
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
売
主
は
、

彼
に
よ
っ
て
約
束
さ
れ
た

「損
害
担
保
」
の
不
履
行
の
結
果
生
じ
た
二
四
九
条
以
下
の
全
損
害
賠
償
の
危
険
を
引
き
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
こ
れ
は
、
非
常
に
重
要
か
つ
基
本
的
な
負
担
で
あ
る
、
と
す
（型

。
彼
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
損
害
担
保
を
引
き
受
け
た
売
主
の
責
任
を
時

帰
責
事
由
と
し
て
の
性
質
保
証
と
損
害
担
保
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
一



法
政
研
究
八
巻
三
、
四
号

（二
〇
〇
四
年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
二

間
的
、
金
額
的
に
制
限
す
る
こ
と
も
許
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
、
今
後
の
実
務
に
お
い
て
は
、
単
に

『損
害
担
保
』
あ
る
い

は

『性
質
保
証
』
と
い
う
概
念
か
ら
離
れ
て
、
『性
質
合
意
』
を
厳
密
に
引
き
受
け
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
す
る
。
そ
の
不
履
行
の
場
合
に

（７．
）

は
、
当
事
者
は
、
損
害
賠
償
責
任
を
瑕
疵
担
保
責
任
の
枠
内
に
限
定
し
た
形
で
権
利
行
使
を
行
う
号
」
と
に
な
る
と
述
べ
る
。
フ
ォ
ン
・ギ
ー

ル
ケ
／
パ
ッ
シ
ェ
ン
も
、
売
主
が
売
買
目
的
物
の
性
質
に
つ
い
て
損
害
担
保
を
与
え
て
い
た
場
合
に
は
、
新
四
四
四
条
に
よ
り
免
責
若
し
く

は
責
任
制
限
を
援
用
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
企
業
買
収
契
約
に
お
い
て
企
業
の
性
質
に
つ
い
て
の
独
立
的
損
害
担
保
あ
る
い
は
性
質
保
証
を

与
え
る
と
い
う
従
来
の
契
約
実
務
は
新
四
四
四
条
に
抵
触
す
る
危
険
性
を
は
ら
ん
で
い
る
と
す
る
。
そ
の
よ
う
な
危
険
を
避
け
る
た
め
に
、

企
業
買
収
契
約
に
お
い
て
は
性
質
保
証
と
独
立
的
損
害
担
保
は
で
き
る
だ
け
避
け
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
代
わ
り
に
、
企
業
買
収
契
約
に
お

（７２
）

け
る
瑕
疵
担
保
責
任
の
シ
ス
テ
ム
を
四
三
四
条

一
項

一
文
の
性
質
合
意
に
よ
っ
て
構
築
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。

（二
）
制
限
的
適
用
説

こ
れ
に
対
し
て
第
二
の
立
場
は
、
企
業
買
収
の
際
に
企
業
の
買
主
に
対
し
て
損
害
担
保
を
与
え
る
こ
と
は
今
後
も
不
可
欠
で
あ
る
と
の
認

（７３
）

識
か
ら
、
何
ら
か
の
形
で
四
四
四
条
を
限
定
的
に
解
釈
す
る
方
途
を
探
る
。

た
と
え
ば
、
ヒ
ル
ガ
ル
ト
／
ク
ラ
ー
イ
フ
ァ
ン
ガ
ー
は
、
四
四
四
条
後
段
は
性
質
損
害
担
保
に
つ
い
て
の
法
定
の
瑕
疵
担
保
責
任
を
排
除

す
る
こ
と
を
禁
じ
て
お
り
、
こ
の
規
定
は
強
行
規
定
で
あ
る
こ
と
を
認
め
る
。
し
か
し
、
そ
の
改
正
作
業
の
過
程
の
検
証
か
ら
、
四
四
三
条

一
項
及
び
四
四
四
条
後
段
は
そ
の
同

一
の
文
言
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
異
な
っ
た
損
害
担
保
の
類
型
を
規
定
し
て
い
る
と
解
す
る
。
つ
ま
り
、

四
四
四
条
後
段
の
損
害
担
保
は
四
四
三
条
の
損
害
担
保
で
は
な
い
と
は
光
。
そ
う
す
る
と
、
企
業
買
収
契
約
に
お
い
て
従
来
通
り
独
立
的
損

害
担
保
を
与
え
る
こ
と
は
何
ら
の
問
題
も
な
い
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
四
四
三
条
の
独
立
的
損
害
担
保
を
与
え
る
者
が
そ
の
責
任
を
制
限
し

た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
四
四
四
条
の
問
題
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
。
彼
は
契
約
実
務
に
対
し
て
次
の
よ
う
な
契
約
書
式
を
提
案
す
る
。
「
こ
こ

で
与
え
ら
れ
た
損
害
担
保
の
全
て
に
つ
い
て
最
終
的
に
三
一
一
条

一
項
の
独
立
的
損
害
担
保
約
束
と
し
て
扱
わ
れ
る
。
四
四
四
条
後
段
の
性



質
言
明
に
つ
い
て
の
損
害
担
保
は
与
え
ら
れ
な
（地

」。

ま
た
、
カ
ナ
ー
リ
ス
は
、
四
四
四
条
に
損
害
担
保
を
取
り
入
れ
た
こ
と
の
本
当
の
目
的
は
、
旧
Ａ
Ｇ
Ｂ
Ｇ

一
一
条

一
一
号
の
規
律
を
新
債

務
法
の
中
に
引
き
継
ぎ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
そ
の
規
律
を
個
別
合
意
に
も
拡
大
す
る
こ
と
に
あ
る
と
す
る
。
こ
の
旧
Ａ
Ｇ
Ｂ
Ｇ

一
一
条

一
一
号

の
背
後
に
は
、
約
款
使
用
者
が
、
性
質
保
証
に
よ
っ
て
顧
客
に

「右
手
で
」
与
え
た
請
求
権
を
、
約
款
に
よ
っ
て

「左
手
で
」
再
び
奪
い
去

る
こ
と
は
、
自
己
矛
盾
行
為
禁
止
の
原
則
あ
る
い
は
不
明
確
条
項
禁
止
の
原
則
に
抵
触
す
る
と
い
う
思
想
が
存
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
改
正
作

業
の
過
程
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
四
四
四
条
の
規
律
す
る
損
害
担
保
を
引
き
受
け
る
こ
と
は
強
制
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
、
制
限

が
不
明
確
な
方
法
で
定
め
ら
れ
な
い
限
り
で
、
損
害
担
保
を
引
き
受
け
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
を
制
限
す
る
可
能
性
は
認
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
損
害
担
保
が
当
初
か
ら
制
限
さ
れ
た
内
容
で
も
っ
て
引
き
受
け
ら
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
四
四
四
条
は
適

（７６
）

用
さ
れ
な

い
と

い
う
。

ま
た
、
四
四
四
条
の
損
害
担
保
に
は
独
立
的
損
害
担
保
も
含
ま
れ
る
と
解
す
る
フ
ァ
ウ
ス
ト
も
、
四
四
四
条
の
趣
旨
は
、
損
害
担
保
の
責

任
制
限
を
無
効
に
す
る
た
め
の
も
の
で
は
な
く
、
「単
に
、
明
確
で
は
な
い
場
合

（損
害
担
保
と
責
任
制
限
が
併
存
し
て
い
る
場
合
）
に
は
損

（７７
）

害
担
保
が
責
任
制
限
に
優
先
す
る
と
い
う
内
容
の
解
釈
規
定
で
あ
る
」
と
解
す
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
四
四
四
条
を
何
ら
か
の
形
で
限
定
的
に
解
釈
す
る
方
向
が
実
務
及
び
学
説
に
お
い
て
は
支
配
的
で
あ
る
と
言
え
（♂

。
し

か
し
、
こ
れ
に
対
し
て
は
第

一
の
立
場
の
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ア
ー
レ
ン
の
よ
う
に
四
四
四
条
の
文
言
に
忠
実
に
限
定
的
解
釈
を
否
定
す
る
有
力
説

も
存
す
る
。帰

責
事
由
と
し
て
の
性
質
保
証
と
損
害
担
保

一
八

三



法
政
研
究
八
巻
三
、
四
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（二
〇
〇
四
年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
四

第
四
節
　
連
邦
司
法
省
の
二
つ
の
文
書

以
上
の
よ
う
な
学
説
の
混
乱
に
さ
ら
に
拍
車
を
か
け
た
の
が
、
二
〇
〇
二
年
二
月

一
三
日
と
二
〇
〇
三
年

一
月

一
〇
日
付
の
連
邦
司
法
省

か
ら
出
さ
れ
た
文
書
で
あ
っ
た
。
一剛
者
は
、
連
邦
弁
護
士
協
会
か
ら
の
意
見
照
会
に
対
し
て
連
邦
司
法
省
参
事
官
の
シ
ュ
ミ
ッ
ト
ー
ン
ン
チ
ュ

が
回
答
し
た
も
の
で
あ
り
、後
者
は
連
邦
商
工
会
議
所
か
ら
の
意
見
照
会
に
対
し
て
連
邦
司
法
大
臣
の
チ
プ
リ
ス
が
回
答
し
た
も
の
で
あ
る
。

特
徴
的
で
あ
る
の
は
両
者
で
結
論
が
全
く
異
な
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

（
一
）
シ
ュ
ミ
ッ
ト
‐
レ
ン
チ
ュ
の
文
書

こ
の
文
書
で
彼
は
、
新
四
四
四
条
の
問
題
に
つ
い
て
、
売
主
が
特
定
の
性
質
に
つ
い
て
損
害
担
保
を
引
受
け
た
場
合
に
は
、
も
は
や
そ
の

責
任
を
限
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
を
定
め
た
新
四
四
四
条
を
実
務
は
前
提
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
。
そ
の
う
え
で
新
四
四

四
条
は
従
来
の
企
業
買
収
契
約
実
務
に
修
正
を
強
い
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
主
張
に
対
し
て
次
の
二
つ
の
理
由
を
挙
げ
て
批
判
す
る
。
①

四
四
四
条
の
制
限
的
解
釈
を
主
張
す
る
見
解
に
対
し
て
は
、
文
言
か
ら
も
起
草
過
程
か
ら
も
支
持
し
得
な
い
。
②
責
任
の
金
額
的
な
限
定
は

四
四
四
条
に
抵
触
し
な
い
と
い
う
見
解
に
つ
い
て
も
、
以
前
は
そ
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
（肥

、
現
在
で
は
文
言
と
調
和
し
な
い
の
で
は
と
い

う
疑
い
を
持
っ
て
い
る
。
③
独
立
的
損
害
担
保
を
推
奨
す
る
説
に
対
し
て
も
、
そ
の
独
立
的
損
害
担
保
を
制
限
す
る
こ
と
は
ま
さ
に
四
四
四

条
に
抵
触
す
る
。
結
局
、
彼
は
、
「金
額
的
な
限
定
を
行
い
た
い
場
合
に
は
、
今
後
は
性
質
損
害
担
保
を
さ
け
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
か
わ
り
、

新
四
三
四
条

一
項

一
文
の
性
質
合
意
を
行
う
べ
き
で
あ
る
」
と
の
提
案
を
征
理
。
こ
の
よ
う
に
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
‐
レ
ン
チ
ュ
の
見
解
は
、
先
に

見
た
第

一
の
立
場
、
特
に
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
ン
ン
の
見
解
に
非
常
に
近
い
と
言
え
る
。

（二
）
チ
プ
リ
ス
の
文
書

こ
れ
に
対
し
、
チ
プ
リ
ス
の
文
書
で
は
、
先
の
シ
ュ
ミ
ッ
ト
‐
ン
ン
チ
ュ
の
見
解
と
は
異
な
り
、
「四
四
四
条
は
適
切
な
解
釈
を
す
れ
ば
、

こ
れ
ま
で
の
契
約
実
務
と
矛
盾
し
な
い
」
と
す
る
。
彼
女
は
「
四
四
四
条
の
趣
旨
お
よ
び
目
的
は
、
Ａ
Ｇ
Ｂ
Ｇ

一
一
条

一
一
号
に
対
応
し
て
、



矛
盾
行
為
、
す
な
わ
ち
、
当
初
引
き
受
け
て
い
た
損
害
担
保
を
事
後
的
に
不
意
打
ち
的
に
不
透
明
な
方
法
で
排
除
も
し
く
は
制
限
す
る
こ
と

を
回
避
す
る
と
い
う
こ
と
」
に
の
み
存
す
る
と
す
る
。
逆
に

「損
害
担
保
の
範
囲
お
よ
び
内
容
が
当
初
か
ら
制
限
さ
れ
て
い
た
場
合
に
は
、

後
に
裏
切
ら
れ
う
る
信
頼
の
要
素
が
全
く
与
え
ら
れ
て
お
ら
ず
、
四
四
四
条
は
規
定
の
趣
旨
お
よ
び
目
的
に
従
い
そ
の
よ
う
な
損
害
担
保
」

と
抵
触
し
な
い
と
す
る
。
こ
の
限
り
で
、
結
局
、
四
四
四
条
は
自
己
矛
盾
行
為
禁
止
の
原
則
を
具
現
化
し
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
。
以
上
の

考
察
を
も
と
に
、
最
終
的
に
、
「引
き
受
け
ら
れ
た
独
立
的
損
害
担
保
も
し
く
は
従
属
的
損
害
担
保
が
合
意
さ
れ
た
責
任
範
囲
を
明
確
に
し
、

契
約
の
他
の
箇
所
で
不
意
打
ち
的
あ
る
い
は
不
透
明
に
制
限
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
四
四
四
条
は
責
任
制
限
と
矛
盾
し
な
い
と
い
う
こ
と
が

（８．
）

結
論
と
し
て
確
認
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
す
る
。
こ
の
立
場
は
先
に
見
た
、
第
二
の
立
場
、
特
に
カ
ナ
ー
リ
ス
ら
の
見
解
に
非
常
に

（８２
）

近
い
も
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
同
じ
連
邦
司
法
省
の
担
当
者
が
回
答
し
た
文
書
で
あ
り
な
が
ら
、
両
文
書
は
全
く
結
論
を
異
に
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ

の
後
に
出
さ
れ
た

「Ｂ
Ｇ
Ｂ
四
四
四
条
に
つ
い
て
の
連
邦
司
法
省
の
見
解
」
で
は
、
チ
プ
リ
ス
の
立
場
が
連
邦
司
法
省
の
公
式
見
解
と
し
て

（８３
）

公
表
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
様
々
な
説
が
出
さ
れ
る
中
で
、
実
務
家
の
中
に
は
、
企
業
買
収
に
お
け
る
独
立
的
な
損
害
担
保
約
束
の
制
限
は
可
能
で
あ
る

と
い
う
解
釈
が
判
例
に
お
い
て
確
立
す
る
ま
で
は
、
こ
の
問
題
に
対
す
る
法
的
不
安
定
性
は
完
全
に
は
除
去
さ
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
契
約
実

務
に
お
い
て
損
害
担
保
を
与
え
な
い
と
い
う
形
で
リ
ス
ク
を
回
避
す
べ
き
で
あ
り
、
損
害
担
保
の
代
替
物
と
し
て
性
質
合
意
を
用
い
る
の
が

（８４
）

無
難
で
あ
る
と
い
う
提
案
も
な
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
フ
ァ
ウ
ス
ト
な
ど
は
、
四
四
四
条
後
段
は
失
敗
に
終
わ
っ
た
規
定
で
あ
り
、
そ
の
文
言
は
起
草
者
の
意
図
を
大
き
く
超
え
て
し
ま
っ

帰
責
事
由
と
し
て
の
性
質
保
証
と
損
害
担
保
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
五
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た
と
し
て
、
や
は
り
、
起
草
者
に
よ
る
明
確
化
、
す
な
わ
ち
四
四
四
条
に
お
け
る
「あ
る
い
は
目
的
物
の
性
質

（”
ｏｏｏ，
ヽ
お
３
ｏこ

に
つ
い

て
の
損
害
担
保
を
引
き
受
け
て
い
た
」
と
い
う
文
言
の
削
除
が
望
ま
し
か
っ
た
と
し
て
四
四
四
条
の
修
正
を
求
め（饗
。
こ
の
ほ
か
に
も
、
ガ

ス
テ
イ
ヤ
１
／
ブ
ラ
ン
シ
ャ
イ
ド
の
よ
う
に
、
企
業
買
収
契
約
に
お
け
る
独
立
的
損
害
担
保
は
四
四
四
条
の
適
用
範
囲
に
入
ら
な
い
と
い
う

こ
と
を
可
一
勤
限
り
明
確
に
す
る
こ
と
が
、
実
務
に
お
い
て
法
的
安
定
性
を
回
復
す
る
も
っ
と
も
簡
明
で
確
実
な
方
法
で
あ
る
と
す
る
論
者

も
少
な
く
な
い
。

第
五
節
　
Ｃ
Ｄ
Ｕ
／
Ｃ
Ｓ
Ｕ
に
よ
る
Ｂ
Ｇ
Ｂ
四
四
四
条
の
修
正
提
案

以
上
の
よ
う
な
実
務
界
か
ら
の
改
正
要
求
を
受
け
て
、
野
党
Ｃ
Ｄ
Ｕ
／
Ｃ
Ｓ
Ｕ
は

「
民
法
修
正
法
案

（企
業
買
収
の
際
の
法
的
不
安
定
性

を
除
去
す
る
た
め
の
法
律
）
〓

ヨ

けヨ
餞

Ｑ
房

Ｐ

りｏ
けＮ
８

員

や
叫

目

両

繁

”
暉
鳴

】̈
ｏ
Ｆ
●

ｏ
ｏ
りｏ
けＮ
げ
口
野

６
ｏ
∽ξ

ミ

”
①
８
〓
ｍ召
“

Ｏ
Ｒ

”
８
Ｆ
∽日
鳳
３
ｎ
Ｆ
浄

げ
Φ
日̈

Ｃ
ュ
０
ヨ
３
目
ｏ
３
Ｆ
”
ｃ
）

を
連
邦
議
会
に
提
出
し
た
。

一
、
第
四
四
四
条
を
以
下
の
よ
う
に
定
め
る

「第
四
四
四
条
　
免
責

瑕
疵
に
基
づ
く
買
主
の
権
利
を
排
除
も
し
く
は
制
限
す
る
合
意
を
、
売
主
は
瑕
疵
を
悪
意
で
黙
秘
し
て
い
た
場
合
に
は
援
用
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
」
。

第
四
七
七
条
を
以
下
の
よ
う
に
改
め
る



第
二
項
の
次
に
以
下
の
文
を
挿
入
す
る

「
曾
じ
第
四
四
三
条
の
損
害
担
保
が
買
主
の
権
利
を
基
礎
づ
け
る
限
り
で
、
こ
の
権
利
は
契
約
に
よ
っ
て
排
除
す
る
こ
と
が
で
き
な

従
来
の
第
二
項
は
第
四
項
と
す
る
。

第
二
〇
九
条
を
以
下
の
よ
う
に
改
め
る

第
二
〇
九
条
第
八
号
に
次
に
次
の
新
し
い
項
を
付
加
す
る

「
ｃ
）
（性
質
損
害
担
保
に
対
す
る
責
任
の
排
除
も
し
く
は
制
限
）

約
款
の
使
用
者
が
性
質
に
つ
い
て
損
害
担
保
を
引
き
受
け
て
い
た
限
り
で
、
売
買
も
し
く
は
請
負
の
際
の
性
質
メ
ル
ク
マ
ー
ル
の
瑕

疵
に
基
づ
く
契
約
当
事
者
の
給
付
に
代
わ
る
損
害
賠
償
請
求
権
を
排
除
も
し
く
は
制
限
す
る
よ
う
な
約
款
規
定
」。

法
案
の
提
案
理
由
に
よ
る
と
、
こ
の
法
案
は
、
前
述
し
た
企
業
買
収
の
際
の
責
任
法
シ
ス
テ
ム
の
法
的
不
安
定
性
を
除
去
す
る
た
め
に
提

案
さ
れ
た
。
提
案
理
由
は
、
新
四
四
四
条
に
よ
る
責
任
制
限
の
禁
止
に
よ
っ
て
、
事
後
的
に
企
業
買
収
契
約
を
解
除
す
る
こ
と
も
制
限
で
き

な
く
な
る
が
、
こ
れ
は
企
業
買
収
実
務
に
お
い
て
受
け
入
れ
難
い
こ
と
で
あ
り
、
国
民
経
済
上
も
好
ま
し
い
も
の
で
は
な
い
と
い
う
。
な
ぜ

な
ら
、
企
業
の
売
却
は
、
し
ば
し
ば
、
企
業
あ
る
い
は
企
業
の
一
部
お
よ
び
そ
れ
に
伴
っ
て
職
場
を
も
救
う
最
後
の
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
と
い

う
。
確
か
に
連
邦
司
法
省
は
そ
の
意
見
表
明
に
よ
っ
て
、
責
任
制
限
は
依
然
と
し
て
可
能
で
あ
る
旨
を
表
明
し
た
。
し
か
し
こ
の
拘
束
力
の

な
い
意
見
表
明
で
は
法
的
不
安
定
性
を
取
り
除
く
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
よ
り
も
本
法
案
が
提
案
し
て
い
る
よ
う
制
限
が
可
能
で
あ
る
こ

帰
責
事
由
と
し
て
の
性
質
保
証
と
損
害
担
保
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
七
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と
を
明
確
に
文
章
化
す
る
方
が
意
義
が
大
き
い
と
す
る
。
そ
し
て
、
Ｅ
Ｕ
消
費
者
売
買
指
令
の
基
準
は
こ
の
法
案
に
よ
っ
て
も
満
た
さ
れ
、

さ
ら
に
、
法
文
の
明
確
化
は
企
業
買
収
の
分
野
に
お
け
る
ド
イ
ツ
法
を
国
際
的
に
後
れ
を
と
ら
ず
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
契
約
法
の
審
議
の
際
に
も

模
範
的
、
指
導
的
役
割
を
果
た
せ
る
こ
と
に
も
寄
与
す
る
で
あ
ろ
う
と
述
べ
る
。
以
前
か
ら
、
す
で
に
、
ド
イ
ツ
の
売
買
法
の
不
十
分
性
は
、

企
業
買
収
契
約
が
ド
イ
ツ
に
お
い
て
も
最
終
的
に
は
ほ
と
ん
ど
ア
メ
リ
カ
法
の
契
約
モ
デ
ル
に
従
っ
て
構
想
さ
れ
る
と
い
う
事
態
に
至
っ
て

い
た
。
債
務
法
改
正
法
は
こ
の
よ
う
な
傾
向
に
い
っ
そ
う
拍
車
を
か
け
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
こ
の
間
少
な
か
ら
ず
国
際
的
な
合
弁
企
業
が
、

ド
イ
ツ
売
買
法
に
お
け
る
法
的
不
安
定
性
の
た
め
に
企
業
買
収
契
約
に
お
い
て
外
国
法
の
適
用
が
合
意
さ
れ
る
と
主
張
す
る
。
こ
れ
は
ド
イ

ツ
の
視
点
か
ら
見
れ
ば
望
ま
し
い
こ
と
で
は
な
い
と
し
て
、
法
改
正
の
必
要
性
を
訴
え
る
。

以
上
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
こ
の
法
案
は
、
損
害
担
保
表
示
に
つ
い
て
の
責
任
を
制
限
も
し
く
は
排
除
す
る
こ
と
の
禁
止
を
、
Ｅ
Ｕ

消
費
者
売
買
指
令
と
一
致
さ
せ
て
、
旧
法
下
で
Ａ
Ｇ
Ｂ
Ｇ

一
一
条

一
一
号
に
お
い
て
規
定
さ
れ
て
い
た
の
と
同
じ
よ
う
に
消
費
者
売
買
の
領

域
と
損
害
担
保
の
具
体
的
に
合
意
さ
れ
た
内
容
に
限
定
す
る
。
瑕
疵
の
悪
意
の
黙
秘
に
基
づ
く
責
任
の
制
限
も
し
く
は
排
除
の
禁
止
に
つ
い

（８８
）

て
は
従
前
の
通
り
と
す
る
。

こ
れ
に
対
し
、
与
党
及
び
連
邦
司
法
省
も
四
四
四
条
が
全
く
問
題
が
な
く
修
正
の
必
要
が
な
い
と
考
え
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
野
党

の
修
正
法
案
は
起
草
者
の
意
図
を
大
き
く
越
え
る
も
の
で
あ
る
と
批
判
す
る
。
連
邦
議
会
に
お
け
る
本
法
案
の
第

一
読
会
に
お
い
て
、
Ｓ
Ｐ

Ｄ
の
議
員
で
あ
る
ラ
ン
プ
レ
ヒ
ト
も
、
四
四
四
条
の
解
釈
を
巡
っ
て
、
「法
的
不
安
定
性
が
現
に
存
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
我
々
は
そ
の
点
に
つ

い
て
議
論
す
る
に
や
ぶ
さ
か
で
は
な
い
」
と
述
べ
つ
つ
、
「し
か
し
、
与
党
の
法
案
は
、
四
四
四
条
を
消
費
者
売
買
に
限
定
す
る
こ
と
で
、
そ

れ
を
大
き
く
越
え
、
四
四
四
条
を
す
べ
て
の
売
買
契
約
お
よ
び
請
負
契
約
に
適
用
さ
せ
る
つ
も
り
で
あ
る
起
草
者
の
意
図
に
明
確
に
反
し
て

い
る
」
と
与
党
の
法
案
を
批
判
た
製
。
ま
た
ヽ
連
邦
司
法
省
政
務
次
官
の
ハ
ル
テ
ン
バ
ツ
ハ
も
、
野
党
の
提
出
し
た
こ
の
法
案
は
、
解
釈
問

題
を
大
き
く
越
え
て
い
る
と
し
て
非
難
す
る
。
こ
の
法
案
は
、
不
明
確
で
相
反
す
る
形
で
の
損
害
担
保
の
制
限
の
禁
止
を
消
費
者
売
買
に
限



定
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、
消
費
者
売
買
以
外
の
場
合
、
た
と
え
ば
企
業
買
収
契
約
の
場
合
に
、
不
明
確
で
相
反
す
る
形
で
の
制
限
を
無
制
限

に
認
め
る
と
い
う
帰
結
に
至
る
。
こ
れ
は
こ
れ
ま
で
の
判
例
お
よ
び
法
実
務
の
継
続
的
形
成
を
意
図
し
た
起
草
者
の
意
図
に
明
確
に
反
し
て

（９０
）

い
る
と
す

る
。

し
か
し
、
実
務
家
は
こ
の
法
案
に
対
し
て
諸
手
を
あ
げ
て
賛
成
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
ザ
イ
プ
ト
／
ラ
イ
ヒ
ェ
は
、
「法
案
に
よ
っ
て
提

案
さ
れ
て
い
る
新
し
い
規
定
は
無
条
件
で
歓
迎
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
法
案
は
、
企
業
買
収
お
よ
び
資
産
買
収
契
約
の
領
域
に

お
け
る
独
立
的
ギ
ャ
ラ
ン
テ
ィ
ー
約
束
を
用
い
た
実
務
で
試
さ
れ
て
い
る
責
任
体
系
の
継
続
に
と
っ
て
の
法
的
安
定
性
を
も
た
ら
す
か
ら
で

（９．
）

あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
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０
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帰
責
事
由
と
し
て
の
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質
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と
損
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担
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０
３
Ｒ
ｏ
日
諄
町
口
”
沖
日
厭
ち
守
①
Ｎ̈
ｏ
こ
Ｆ
日
優
Ｔ

日
邑

口
”
沖
日
に
３
８
環
肖
‥

Ｎ
●
●
”
∽
Ｆ
】“
口
りｏ
】●
ヽ
国
爾
〕
Ｎ
Ｏ
Ｏ
Ｎ
・
Ｎ
０
０
・
り
ヽ
”
『０
甲出Ｑ
ロ
ロ
”
口
日
Ｐ
（Ψ
”
『”
口
Ｌ
ｏ
げ
ｏ
や
日
【」
●
粛
】
ゴ
Ｑ
ご
Ｒ
用
ヨ
あ
‐
“
●
０
」ピ
ユ
汀
）〓
ＯＦ
”
●
い
凛
】
詳■，
”
Ｉ
Ｎ
Ｈり
Ｎ
ｏ
ｏ
Ｎ
ｏヽ
０
０
。０
０
∞

も
同
旨
。

（７．
）
〇
『Ｒ

く
ｏ
●
■
８
８

，
，

一８
・
Ｐ
Ｐ
ｏ
・・
圏
「
さ
露
ｂ
お
。

性
質
合
意
の
有
用
性
を
強
調
す
る
点
で
は
、
口
ｑ
日
営
層
）・
Ｐ
Ｐ
Ｏ
遣
圏
「
８
３
・
ざ
ｏ
も

同
旨
。
こ
の
よ
う
な

コ
損
害
担
保
』
の
代
わ
り
に
『性
質
合
意
』
で
足
り
る
」
と
す
る
ヴ

ェ
ス
ト
フ
ア
ー
レ
ン
の
見
解
に
対
し
て
、
ダ
ウ
ナ
ー
リ
ー

プ
／
テ
ィ
ー
セ
ン
は
、
義
務
違
反
と
帰
責
性
の
間
の
分
離
と
過
失
責
任
主
義
と
い
う
新
債
務
法
の
重
要
な
原
則
を
無
視
し
て
い
る
と
批
判
す
る

（∪
２
日
①
『
‐ｒ
お
σ
＼
↓
〓
ｏ
協
①
´

”
・
Ｐ

Ｏ
ｃ
∪
∽
一月

Ｎ
ｏ
ｏ
Ｎ

∞
Ｈ
９

。

く
ｏ
●
〇
いｑ
ド
ｏ
＼
句

，
ｏ
ｏ

，
肖
ヽ
Ｐ

，
。
Ｏ

ｃ
Ｏ
日
げ
口
”

Ｎ
ｏ
ｏ
Ｎ

卜
０
や

↓
ド
お
鰍
３
●
・
”
・
”
・
Ｏ
ｃ
Ｎ
”
句

Ｎ
ｏ
ｏ
Ｐ

Ｎ
『
ド

日
ぼ
ミ
ミ
が
『”
選
照
順
騒
「ヽ
Ｐ

，
９
し
南
肖
８
８
ふ
認
。

こ
の
ほ
か
に
も
多
く
の
説
が
、
改
正
作
業
の
過
程
の
検
証
を
も
と
に
四
四
四
条
と
四
四
三

条
の
損
害
担
保
を
区
別
し
、
四
四
四
条
の
適
用
領
域
を
制
限
す
る
（目
Ｂ
最
巨
二
』
Ｆ
ｏ
Ｆ
Ｃ
諄
８
己
Ｆ
昼
己
Ｓ
Ｌ
日
鮮

浄
【
∽
３
自
庁
蕉
】日
Ｌ
Ｒ
Ｆ

Ｚ
Ｎ
Ｏ

Ｎ
ｏ
ｏ
Ｎ

Ｎ
卜
Ｐ

Ｎ
ｕ
押

↓
ュ
ｏ
げ
２
＼
口
ｏ
Ｓ
ド

・
Ｐ

”
・
Ｏ

ｔ

ω
口

Ｎ
ｏ
ｏ
Ｎ

９
ω
Ｐ

Ｏ
『
ｏ
口
∽
けｏ
Ｏ
け＼
」
０
」
”
ｏ
●
コ

∪

０̈

０
０
１
“

，
ユ
Ｑ
降
Ｅ
尾
■
Ｆ
”
沖
Ｅ
記
¨
σ
Ｑ

Ｃ
口
けｏ
コ
】Ｑ
Ｆ
日
ｏ
●
∽
く
ｏ
『
Ｆ
”
●
ぉ
●
●
”
ｏ
Ｆ

０
０
日
【
●
ｏ
●
０
●
∽
ｏ

，
Ｃ
】０
■
０
０

，
●

Ｎ
Ｈ
「

Ｎ
ｏ
ｏ
Ｎ

・
釧
Ｎ
喘い
一
Ｕ
画
●
●
ｏ
『
‐ｒ
【ｏ
げ
ヽ
弓
Ｆ
【Ω
務
ｏ
●
・
”
・
“
・
Ｏ
Ｊ

Ｎ
Ｈり

Ｎ
ｏ
ｏ
Ｎ

・
Ｈ
【
ｒ

口
Ｒ
降
口
８
日目
巳
】Ｑ
・
”
８
Ｆ
∽澪
”
欧
日
邑
Ｃ
●
け①ヨ
３
日
ｏ
房
Ｆ
”
亀
・Ｎ
Ｏ
∽
８
８
ヽ
８
ヽ
８
）。
し
か
し
、
そ
の
背
後
に
は
、
企
業
買
収
契
約
実
務

に
お
い
て
、
四
四
四
条
の
損
害
担
保
と
四
四
三
条
の
損
害
担
保
を
区
別
す
る
こ
と
で
、
四
四
三
条
の
損
害
担
保
を
四
四
四
条
の
免
責
禁
止
の
対
象

か
ら
は
ず
し
、
従
来
と
お
な
じ
よ
う
に
四
四
三
条
の
損
害
担
保
を
用
い
た
企
業
買
収
契
約
の
責
任
体
系
を
維
持
し
た
い
と
い
う
意
図
が
存
在
す
る

こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

目

¨
】”
”
『
０
＼
因
『
●
２
２

２
に

①
炉

”
・
Ｐ

Ｏ
ｃ

ぞ
ｎ
∪
”

Ｎ
ｏ
ｏ
ド

０
ヽ
∞

職
。

０
”
●
”
『
り̈
ヽ
い口
¨
宍
［“
『
】リ
コ
Ｌ
”
①
『
『
Ｏ
ヨ
Ｅ
Ｒ
Ｆ
Ｎ
ｏ
ｏ
Ｎ
¨
∽
０

，
ε
ｒ
貯
・ｏ
ｏ

，
粛
】
●
Ｏ
Ｑ
ｏ
５
ｐ
】∽
の̈
コ
ヒ
厭
Ｗ

∽
・
∞
卜
喘
い

】四
〇
『
∽
一
日
日
●
０
日
Ｒ
Ｏ
口
〓
０
『
・
”
げ
６
●
粛
〕Ｆ
”
口
喘
●
●
●

【Ч
●
粛
】
日
５

，
‐

（
７２
）

（
７３
）

（
７４
）
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法
政
研
究
八
巻
三
、
四
号

（二
〇
〇
四
年
）

一
九
二

因
゛
『】り
Ｐ

，
５
『
『
Ｏ
ヨ
ヒ
づ
Ｎ
ｏ
ｏ
Ｎ
¨
∽
０

，
‘
〓
暉
Ｏ
ｏ

，
け２
日
０
一
０
■
ｒ【∽】Ｑ
Ｆ
日
両
・
∽
・
∞
『
〕∪
２
Ｅ
ｐｏ
『ｉｒ
ｏ̈
げ
・同
】●
」
”
口
『
∽
０

，
Ｃ
澪
暉
０
０
口
け∽『①
」０
コ
ロ
‐
Ｕ
守
品
「Ｎ
ヨ
【ヽ∽Ｑ
Ｆ
】
７

げ
【
ご

口
が

Ｎ
Ｏ

∽

Ｎ
ｏ
ｏ
Ｐ

日
，

日
Ｎ

∪

”
●
口
ｏ
■
‐
ｒ

ｏ̈
げ
＼
口

ｏ
●
協

げ

い

く

Ｒ

ヨ

ｏ
詳

」

，

Ｃ

ユ

０

日

鮎

日

お

口
∽
″
“
“
Ｐ

日

０

∽
ｏ
Ｆ
Ｌ

摯

「ｏ
ｏ

，
お

日

只

げ

ヨ

フ

お

Ｅ

Ｅ

ｗ

Ｎ
ｏ
ｏ
ω

も
改
正
の
必
要
性
を
訴
え
る
。

国
↓
‐∪
コ
いｏ
Ｆ

，
日ｕ＼
【ｏ
Ｏｐ
∽
・
Ｈ
眈
・

”
↓
‐Ｈｙ
焉
Ｆ
∽』
く
８
８
・∽
』
職
。
法
案
提
出
議
員
の
一
人
で
あ
る
レ
ッ
ト
ゲ
ン
に
よ
れ
ば
、
こ
の
法
案
は
、
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大
学
教
授
の
ト
ー

マ
ス
・
プ
フ
ァ
イ
フ
ア
ー
の
提
案

（↓
ぎ
ヨ
お
り
お
識̈
ｏ
『・同
０
いけ８

”̈
】・Ｎ
Ｏ
∽
８
８
Ｌ
８
）
を
ベ
ー
ス
に
作
成
さ
れ
た

（Ｚ
９
げ
ｏユ
”
簿
置
ｏ
Ｐ
Ｎ
①
〓

旨
『
バ
ｏ
ｌ
ｏ
Ｆ
”暉
『ｏ
口
げ
Ｑ
日

Ｃ
口
け２
日
ｏｒ
ヨ
ｏ
●
ｏＦ
”
嘔
い
Ｚ
「
■
‐同
０
中けｏ
『【”
】
口
ｏ
沖
Ｎｏ
＼
Ｎｏｏ
じ
。

”
↓
‥「
げ
口
曽
Ｕ
【ｏ
［ｏ
庁
ｏ
〓
【０
＼
ｕ
ｐ
∽
・
ヽ
Ｎ
ω
ヽ
い

”
↓
‐「
お
口
巴
む
【ｏ
けｏ
Ｆ
ｏ
〓
日ｕ
＼
ｕ
ｐ
∽
。
ヽ
ヽ
卜
Ｈ
い

∽
ｏ
】ｇ
＼
”
ｏ
】ｏ

，
ｐ
Ｐ
Ｐ
ρ
・
∪
”
８
８
」
８
ｒ
ド
イ
ツ
弁
護
士
協
会
も
大
筋
で
は
本
法
案
を
支
持
す
る

（Ｆ
け●
ミ
ー
ヨ
ｑ
・”
●
編
Ｌ
オ
①『ｏ
●̈
・Ｏ
①
８ヽ

８ヽ
ヽ

Ｎ
Ｏ
Ｏ
ω
卜ヽ
ω
‐Ｏ
ω
出世鳳
喘）
。

第

四
章
　
小
括

以
上
の
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
債
務
法
改
正
に
よ
っ
て
新
Ｂ
Ｇ
Ｂ
に
導
入
さ
れ
た

「損
害
担
保
責
任
」
は
、
起
草
過
程
の
途
中
ま
で
は
、
二
つ

の
異
な
る
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
一
つ
は
、
政
府
草
案
二
七
六
条
一
項
一
文
に
お
い
て
債
務
不
履
行
責
任
の
帰
責
事

由
と
し
て
新
た
に
導
入
さ
れ
た
「損
害
担
保
の
引
き
受
け
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
改
正
理
由
に
よ
れ
ば
、
従
来
の
四
六
三
条
の
「性
質
保
証
」

を
引
き
継
い
だ
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
さ
ら
に
悪
意
の
黙
秘
に
つ
い
て
定
め
て
い
た
旧
四
六
〇
条
、
性
質
保
証
責
任
の
約
款
に
よ
る
免
責
を

91 90 89 88 87



制
限
し
た
旧
Ａ
Ｇ
Ｂ
Ｇ

一
一
条

一
一
号
の
後
継
規
定
と
し
て
、
「性
質
保
証
」
の
代
わ
り
に
「損
害
担
保
」
を
用
い
た
、
政
府
草
案
四
四
二
条
、

四
四
四
条
が
存
在
す
る
。
し
か
し
、
こ
れ
に
対
し
て
、
Ｅ
Ｕ
消
費
者
売
買
指
令
六
条
の
損
害
担
保
を
国
内
法
化
し
た
規
定
で
あ
る
政
府
草
案

四
四
三
条
が
存
在
し
、
こ
こ
に
規
定
さ
れ
て
い
る

「損
害
担
保
」
は
前
者
と
は
異
な
る
も
の
と
し
て
想
定
さ
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
こ
の
点
を

明
確
に
す
る
た
め
に
、
連
邦
議
会
で
の
審
議
で
は
、
前
者
の
二
七
六
条
、
四
四
二
条
、
四
四
四
条
の

「損
害
担
保
」
を

「性
質
保
証
」
に
置

き
換
え
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
た
。
ま
さ
に
こ
の
時
点
ま
で
は
、
起
草
者
の
意
図
は
二
種
類
の
損
害
担
保
を
使
い
分
け
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い

え
る
。
し
か
し
、
そ
の
後
の
法
務
委
員
会
で
の
審
議
で
は
、
す
で
に
一
九
九
二
年
の
債
務
法
改
正
委
員
会
の
提
案
の
時
点
で
も
問
題
が
あ
る

概
念
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
た

「性
質
保
証
」
が
再
び
復
活
す
る
こ
と
を
警
戒
し
、
結
局
、
す
べ
て

「損
害
担
保
」
の
概
念
で
統

一
す
べ
き
で

あ
る
と
の
決
議
が
な
さ
れ
、
そ
れ
が
最
終
的
に
成
文
化
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
新
Ｂ
Ｇ
Ｂ
で
は
、
「損
害
担
保
」
を
引
き
受
け
た
者
は
、
損
害
賠
償
義
務
を
負
う
と
同
時
に
、
そ
の
免
責
・制
限
も
許
さ
れ

な
い
と
い
う
重
い
責
任
を
負
う
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
新
Ｂ
Ｇ
Ｂ
に
お
い
て
興
味
深
い
の
は
、
二
七
六
条
に
お
い
て
帰
責
事
由
と

し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た

「損
害
担
保
」
が
、
同
時
に
四
四
四
条
に
よ
っ
て
、
売
主
の
免
責
を
制
限
す
る
根
拠
と
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
四
四
四
条
の
規
定
が
企
業
買
収
契
約
に
も
適
用
さ
れ
る
か
ど
う
か
が
、
新
法
施
行
後
、
新
た
に
実
務
家
を
悩
ま
せ
た
。
学

説
お
よ
び
実
務
家
は
、
企
業
買
収
契
約
の
際
に
は
損
害
担
保
責
任
の
免
責

・
制
限
を
許
さ
な
い
四
四
四
条
の
適
用
を
制
限
し
よ
う
と
様
々
な

見
解
が
出
さ
れ
た
が
、
未
だ
決
定
的
な
説
は
存
在
せ
ず
、
Ｂ
Ｇ
Ｈ
の
判
例
も
存
在
し
な
い
た
め
、
状
況
は
流
動
的
な
ま
ま
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
状
況
を
打
開
す
る
た
め
に
、
野
党
Ｃ
Ｄ
Ｕ
／
Ｃ
Ｓ
Ｕ
は
損
害
担
保
責
任
の
免
責

・
制
限
の
禁
止
を
消
費
者
売
買
に
限
定
す
る
法
案
を
提

出
す
る
に
至
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
ド
イ
ツ
の
企
業
買
収
契
約
実
務
と
新
四
四
四
条
の
衝
突
の
問
題
は
、
特
殊
ド
イ
ツ
法
的
な
問
題
で

あ
り
、
そ
こ
か
ら
直
ち
に
日
本
法
に
対
す
る
示
唆
が
得
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
点
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
議
論
は
立
法

と
実
務
の
関
係
を
巡
る
興
味
深
い
問
題
で
あ
り
、
こ
こ
か
ら

「性
質
保
証
」
と

「損
害
担
保
」
の
民
法
典
に
お
け
る
意
義
と
実
務
に
お
け
る

帰
責
事
由
と
し
て
の
性
質
保
証
と
損
害
担
保
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
二



法
政
研
究
八
巻
三
、
四
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意
義
が
浮
き
彫
り
に
な

っ
て
く
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

一
九
四

第
五
章
　
日
本
法

へ
の
示
唆

ド
イ
ツ
法
で
は
、
従
来

「性
質
保
証
責
任

Ｑ
房
ｏ̈，
ｑ
Ｅ
Ｃ
」
に
よ
り
損
害
賠
償
を
基
礎
づ
け
て
い
た
旧
四
六
三
条
か
ら
、
債
務
法
改
正

に
よ
り
、
債
務
不
履
行
責
任
の
損
害
賠
償
責
任
の
帰
責
事
由
と
し
て
、
故
意
・
過
失
と
並
ん
で
、
「損
害
担
保
の
引
き
受
け

（Ｏ
Ｒ
”諄
【３
」

を
新
二
七
六
条
に
導
入
す
る
に
至
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
日
本
法
に
お
い
て
も
従
来
、
性
質
保
証
責
任
と
し
て
様
々
に
議
論
さ
れ
て
い
た
も

（９２
）

の
が
、
四

一
五
条
の
債
務
不
履
行
責
任
の
責
め
に
帰
す
べ
き
事
由
の
一
つ
し
て
位
置
づ
け
う
る
可
能
性
を
示
し
て
い
る
と
い
え
る
。
そ
の
際
、

新
Ｂ
Ｇ
Ｂ
に
お
い
て
も
旧
法
の

「性
質
保
証
」
と
同
じ
意
味
で

「損
害
担
保
」
が
用
い
ら
れ
た
こ
と
に
鑑
み
る
と
、
日
本
法
に
お
い
て
、
「性

質
保
証
」
と
呼
ぶ
か

「損
害
担
保
」
と
呼
ぶ
か
は
、
も
は
や
用
語
の
問
題
に
す
ぎ
な
い
と
い
え
る
。
た
だ
、
す
で
に
見
た
よ
う
に
、
ド
イ
ツ

債
務
法
改
正
に
お
い
て
も
、
す
べ
て

「損
害
担
保
」
と
い
う
用
語
に
統

一
し
た
こ
と
に
よ
り
、
四
四
四
条
の
損
害
担
保
を
巡
っ
て
企
業
買
収

契
約
実
務
を
舞
台
に
激
し
い
議
論
が
湧
き
起
こ
っ
た
こ
と
に
鑑
み
る
と
、
日
本
法
に
お
い
て
も
、
い
わ
ゆ
る
特
別
に
合
意
さ
れ
る
損
害
担
保

特
約
と
は
区
別
さ
れ
、
民
法
四
一
五
条
の
債
務
不
履
行
責
任
の
帰
責
事
由
と
し
て
の
意
味
を
明
確
に
す
る
た
め
に

「性
質
保
証
」
の
用
語
を

用
い
る
方
が
望
ま
し
い
と
考
え
る
。

こ
の
「性
質
保
証
」
と
「免
責
条
項
」
の
日
本
法
に
お
け
る
関
係
に
つ
い
て
は
、
さ
し
あ
た
り
、
消
費
者
契
約
の
枠
内
で
は
、
「性
質
保
証
」

（９３
）

を
し
つ
つ
、
同
時
に
そ
の
責
任
を

「免
責

・
制
限
」
す
る
条
項
は
、
消
費
者
契
約
法

一
〇
条
に
よ
り
無
効
と
な
る
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

消
費
者
契
約
以
外
の
領
域
に
つ
い
て
も
こ
の
よ
う
な
免
責
の
制
限
が
拡
大
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
今
後
慎
重
に
検
討
す
る
必
要
が
あ



る
。
し
か
し
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
も
多
く
の
論
者
が
主
張
す
る
よ
う
に
、
片
方
の
手
で

「性
質
保
証
」
を
与
え
つ
つ
、
も
う
片
方
の
手
で
そ

（９４
）

れ
を
奪
う
よ
う
な
契
約
は
、
自
己
矛
盾
行
為
禁
止
の
原
則
に
よ
り
無
効
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

た
だ
し
、
新
Ｂ
Ｇ
Ｂ
に
お
け
る

「損
害
担
保
」
と
同
様
に
、
要
件
と
し
て

「責
任
を
引
き
受
け
る
意
思
」
を
要
件
と
す
る
か
ど
う
か
に
つ

（９５
）

い
て
は
、
必
ず
し
も
厳
密
な
要
件
と
し
て
位
置
づ
け
る
必
要
が
あ
る
か
ど
う
か
は
今
後
充
分
な
検
討
を
要
す
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
新
Ｂ

Ｇ
Ｂ
で
は
二
七
六
条
の
損
害
担
保
に
つ
い
て
、
証
明
責
任
は
債
権
者
の
側
に
あ
る
と
解
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
す
で
に
見
た
よ
う
に
、
新

Ｂ
Ｇ
Ｂ
二
七
六
条
の

「損
害
担
保
」
は
、
旧
四
六
三
条
の

「性
質
保
証
」
の
後
継
概
念
で
あ
り
、
そ
の
判
断
基
準
に
つ
い
て
は
、
従
前
の
性

質
保
証
に
つ
い
て
の
判
例
が
妥
当
す
る
と
解
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
「責
任
負
担
意
思
」
に
つ
い
て
の
従
来
の
判
例
は
、
買
主
の
側
か
ら
見

（９６
）

て

「売
主
が
責
任
を
負
う
意
思
を
有
し
て
い
る
」
と
受
け
取
ら
れ
う
る
表
示
で
十
分
で
あ
る
と
解
し
て
い
た
。
そ
う
す
る
と
新
Ｂ
Ｇ
Ｂ
に
お

い
て
も
、
債
権
者
か
ら
見
て
債
務
者
が
責
任
を
負
う
意
思
を
有
し
て
い
る
と
受
け
取
ら
れ
う
る
表
示
が
存
在
す
る
こ
と
を
証
明
す
れ
ば
足
り

る
こ
と
に
な
ろ
う
。
日
本
法
に
お
い
て
も
同
様
に
解
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
実
際
問
題
と
し
て
要
件
と
し
て
の

「損
害
担
保
意
思
」
の
重
要
性

（９７
）

は
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

以
上
を
ま
と
め
る
と
、
日
本
法
に
お
い
て
も
、
「性
質
保
証
」
を
四
一
五
条
の
債
務
不
履
行
責
任
の
帰
責
事
由
と
し
て
、
故
意
・過
失
と
並

ん
で
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
言
え
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
は
故
意

・
過
失
と
は
異
な
り
、
債
権
者

（買
主
）
の
方
か
ら
主
張

・
立
証
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
特
別
の
帰
責
事
由
で
あ
り
、
か
つ
、
性
質
保
証
を
与
え
つ
つ
そ
の
責
任
を
排
除
す
る
よ
う
な
定
め
は
許
さ
れ
な
い
責
任

と
し
て
理
解
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

帰
責
事
由
と
し
て
の
性
質
保
証
と
損
害
担
保

一
九
五
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【追
記
】
本
稿
は
日
本
学
術
振
興
会
平
成

一
五
年
度
特
定
国
派
遣
事
業
に
よ
る
ケ
ル
ン
大
学
に
お
け
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
日
本
学

術
振
興
会
な
ら
び
に
ド
イ
ツ
学
術
交
流
会

（口
嘔
６
）、
受
け
入
れ
研
究
機
関
で
あ
る
ケ
ル
ン
大
学
法
学
部
の
”

，３
鶴
”
∪
“
目
ｑ

‐口
３
教
授
と
そ
の
助
手
、
研
究
協
力
者
に
は
、
資
料
収
集
だ
け
で
な
く
、
的
確
な
助
言
を
い
た
だ
き
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
。
ま

た
、　
ハ
ッ
テ
イ
ン
ゲ
ン
区
裁
判
所
判
事
の
『
ｏ

，
日
５
８
パ
一日
日
０リド

，
日
０
氏
、
大
阪
学
院
大
学
の
占
部
洋
之
助
教
授
、
広
島
大
学
の

野
田
和
裕
助
教
授
に
は
資
料
提
供
並
び
に
有
益
な
助
言
を
い
た
だ
い
た
。
こ
こ
に
記
し
て
お
礼
に
代
え
た
い
。

（９２
）

97 96 95 94 93

渡
辺
達
徳

上
馴
掲
判
夕

一
一
一
六
号
二
九
頁

（注
二
九
）
は
、
新
Ｂ
Ｇ
Ｂ
の
帰
責
事
由
の
理
解
が
、

に
す
る
点
を
指
摘
す
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
拙
稿

上
則
掲
神
戸
法
学
四
七
巻
二
号
四
二
七
頁
、

参
照
。

消
費
者
契
約
法

一
〇
条
に
つ
い
て
は
、
さ
し
あ
た
り
、
落
合
誠

一
『消
費
者
契
約
法
』
（有
斐
閣
、

拙
稿

・
前
掲

『民
法
学
の
課
題
と
展
望
』
所
収
五
四

一
頁
、
同

・
前
掲
私
法
六
二
号

一
八
五
頁
。

拙
稿

・
前
掲
神
戸
法
学
四
七
巻
二
号
四
二
七
頁
。

”
〇
口
Ｎ
釧Ｐ
Ｈｏ♪
【ｕ
”

拙
稿

・
前
掲
神
戸
法
学
四
七
巻
二
号
四
二
八
頁
以
下
。

近
時
の
日
本
法
に
お
け
る
有
力
説
と
軌
を

一

拙
稿

上
馴
掲
私
法
六
二
号

一
八
四
頁
以
下
も

二
〇
〇

一
）

一
四
四
頁
以
下
を
参
照
。


